
売
買
契
約
泥
章
か
ら
観
た
初
期
王
朝
期
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～
ア
ッ
カ
ー
ド
王
朝
期
の
土
地
所
有
形
態

中
原
　
与
茂
九
郎

r
嘱
塾
諸
鐙
諜
礫
僧
凝
縮
鹸
避
難
総
藻
噌
聾
懸
饗
焦

　
し
て
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
説
を
修
正
し
た
。
こ
の
修
正
説
に
は
故
円
．
国
σ
①
麟
農
教
授
も
同
調
さ
れ
た
。

　
　
ζ
●
い
鋤
ヨ
び
①
箕
氏
は
U
Φ
一
日
Φ
ゲ
ω
o
げ
β
Φ
薗
Φ
畦
　
説
ー
ラ
ガ
シ
ュ
王
朝
末
期
の
神
殿
領
は
　
○
①
巨
Φ
ぼ
㊦
茜
Φ
⇔
ε
旨
　
で
あ
る
一
1
と
反
対
に
そ
れ
等
は
君

㎝
論
難
驚
醜
護
籠
鶴
鄭
矯
飢
糠
驚
齢
誰
無
断
誘
儲
瞠
騨
郷
凱
翻
鰹
舗
総

％
売
買
記
録
雰
析
検
討
し
、
す
で
に
都
爾
家
時
代
に
売
買
・
い
鳥
行
為
に
・
る
三
寸
薪
が
神
殿
璽
毒
の
外
に
窪
し
て
い
た
こ
・
を
実
需

一
し
た
い
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
A
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
は
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
に
な
っ
て
「
賃
労
働

者
罫
ウ
§
σ
q
9
が
従
来
の
共
同
体
所
属
員
（
裟
帥
爵
碧
α
q
①
ま
誇
Φ
⇔
）
の

賦
役
農
耕
者
（
㌧
r
O
貯
①
門
σ
四
信
門
増
O
口
昌
α
①
）
に
替
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
発

展
に
と
も
な
っ
て
古
き
農
業
制
度
が
破
壊
さ
れ
、
土
地
の
共
同
所
有

O
Φ
謹
Φ
貯
臨
σ
Q
Φ
口
9
欝
に
か
わ
っ
て
土
地
の
私
有
勺
二
く
暮
鉱
α
q
Φ
雛
ε
難

が
発
生
し
た
。
か
く
て
ニ
ッ
グ
・
エ
ソ
ナ
急
囎
Φ
午
髭
の
名
称
が
そ

の
意
味
を
失
い
、
ま
た
神
殿
が
ク
ル
欝
乎
‘
・
す
な
わ
ち
割
当
地
宕
卿
ー

ロ
霊
部
σ
q
の
冨
路
鳥
　
と
し
て
神
殿
役
職
員
に
与
え
て
い
た
も
の
が
勤
務
に

対
す
る
報
酬
と
な
り
、
や
が
て
バ
ビ
ロ
ン
第
一
王
朝
時
代
（
Ω
一
。
。
G
。
o
！

ま
ω
O
切
．
ρ
）
．
に
は
役
職
そ
の
竜
の
も
ク
ル
の
土
地
、
家
屋
、
収
入
権

と
共
に
増
大
す
る
商
業
経
済
の
屯
と
に
譲
渡
し
う
る
性
格
の
も
の
と

　
　
①

な
っ
た
。
」
と
し
て
土
地
私
有
制
は
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
（
○
・
も
。
O
①
望
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一
〇
器
b
ひ
づ
○
．
）
に
始
ま
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
α

　
こ
れ
に
対
し
て
M
・
ダ
ヴ
ッ
ド
氏
は
ウ
ル
第
三
王
朝
時
代
の
土
地

私
有
は
家
屋
及
び
園
に
隈
ら
れ
、
耕
地
p
轟
三
①
冨
孟
は
神
殿
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

は
国
王
に
所
属
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　
E
・
エ
ベ
リ
ン
グ
教
授
竜
「
此
の
時
期
（
ウ
ル
策
三
王
朝
）
に
於
て

土
地
は
完
全
に
国
王
（
瞳
家
）
及
び
神
殿
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ど
こ
に
も
私
有
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
ダ
ヴ
ッ
ド
説
に
同
意
し

　
　
③

て
い
る
。

　
ζ
．
U
鋤
ヨ
9
箕
氏
は
都
市
国
家
時
代
に
齎
主
及
び
そ
の
王
妃
、
王

子
は
所
有
地
を
も
つ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。
彼
は
神
殿
文
書
の

う
ち
に
出
て
く
る
「
イ
サ
ク
（
阻
エ
ソ
シ
）
の
土
地
」
吋
二
詳
－
訪
巴
肉
－
げ
黛
。
、

「
イ
サ
ク
の
財
産
」
捧
ら
埠
日
訪
餌
貯
舜
9
、
「
（
王
妃
）
バ
ル
ナ
ム
タ
ル

ラ
の
財
産
」
郎
ら
置
誉
じ
d
鋤
触
δ
9
諺
¢
跨
効
、
「
王
妃
の
家
の
財
産
」
ひ
晦
種
馬

恥
ヨ
一
な
ど
の
表
現
を
塾
主
及
び
そ
の
妃
の
所
有
財
産
田
σ
q
①
纂
¢
目

　
　
　
　
　
　
　
④

と
解
釈
し
て
い
る
。

　
》
’
U
①
廿
B
Φ
ザ
諺
・
ω
O
げ
ロ
Φ
箆
①
び
窓
●
O
鋤
く
管
網
鼠
●
U
口
引
び
Φ
同
r
図
．

国
げ
①
罵
β
σ
q
の
諸
氏
も
都
市
国
家
時
代
（
一
初
期
王
朝
期
）
と
ウ
ル
第
三

王
朝
時
代
の
中
聞
の
ア
ッ
カ
ー
ド
王
朝
時
代
の
土
地
所
有
問
題
に
つ

い
て
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
ま
た
都
市
国
家
時
代
に
行
わ
れ
た
土

地
売
買
の
ぬ
夫
証
記
録
が
現
存
し
て
い
る
が
こ
れ
ら
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
な
い
。
よ
っ
て
筆
者
は
こ
れ
ら
の
土
地
売
買
の
実
証
一
記
録
を
取

り
上
げ
て
ウ
ル
第
三
王
朝
以
前
の
土
地
所
有
形
態
を
検
討
し
て
見
た

い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

①
》
・
ω
o
げ
揖
。
箆
。
ひ
O
δ
ω
β
巳
。
ユ
ω
o
ゲ
①
↓
Φ
旨
悔
の
δ
9
黛
鳩
お
8
．
ω
’
念

②
串
浮
p
鼻
h
o
登
時
δ
し
6
冒
け
げ
。
h
9
三
晋
㌶
§
ρ
貯
蔵
①
ス
①
賀

　
凋
9
ω
計
お
㎝
ピ
掌
①
①
層
脚
註
。

③
国
．
国
σ
①
出
凝
⊆
昌
恥
甲
芝
①
嫁
器
賎
”
閃
塁
二
巴
ぎ
嶺
9
鴇
誤
の
ω
饗
一
〇
ざ
ぴ
q
沖
ρ

　
切
α
．
H
H
押
一
り
㎝
圃
。
ω
・
ω
切
閃
鮎
偏
の
項
。

④
尋
建
●
ω
・
ω
海
尚
司
鉱
q
の
項
で
前
サ
ル
ゴ
ン
期
は
竃
弔
い
恥
鑓
び
Φ
h
F
ウ

　
ル
纂
三
王
朝
露
は
国
．
国
σ
Φ
財
昌
σ
q
が
三
二
し
て
い
る
。

一

　
筆
者
の
利
用
し
う
る
土
地
売
買
に
関
す
る
実
証
書
写
は
次
の
諸
書

の
う
ち
に
手
写
さ
れ
て
い
る
。
都
市
国
家
時
代
の
ラ
ガ
シ
ュ
の
ウ

ル
・
ナ
ン
シ
ェ
王
朝
時
代
よ
り
や
や
古
き
時
期
の
シ
晶
ル
ッ
パ
ー
ク

ω
げ
餌
讐
O
皐
月
出
土
の
泥
章
数
個
は

　
勺
●
↓
げ
β
お
四
亭
U
餌
⇔
σ
q
陣
詳
円
g
β
①
P
α
Φ
8
臼
」
田
Φ
ヨ
Ω
蚕
冠
価
Φ
ご
旨
o
ρ
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節
二
ω

お
O
ω
．
…
－
早
帰
i
閑
臼
ρ
Z
o
6
ワ
’
誌
》
お
匂
＝
矯
一
ρ

　
の
。
　
b
●
じ
d
鋤
蕊
O
詳
G
α
¢
B
①
無
効
路
　
ω
竃
獣
β
Φ
ω
ω
9
⇔
α
　
》
Q
8
に
は
ω
窪
9
寓
く
①
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ご
。
鍵
旨
①
陰
の
艶
。
日
9
㊦
同
餌
集
①
ω
け
巨
邑
Φ
の
8
昏
①
U
鴫
欝
ω
蔓
。
胤

渉
σ
q
銭
①
曾
（
畷
届
く
鍵
ω
ξ
。
団
唱
窪
⇔
ω
導
く
き
昼
6
冨
d
密
話
鼠
げ
傾
諸
∬
、

ω
窪
旨
℃
鐸
げ
ま
餌
江
。
諺
。
鴎
夢
。
し
d
斜
ぴ
覧
。
資
β
⇒
ω
①
9
δ
熱
く
9
囲
〆
Z
9
財
甲
）

一
以
下
略
号
唱
し
d
ω
圃
×
’
H
●
u
9
ω
泥
章
、

　
ラ
ガ
シ
ュ
関
係
の
ウ
ル
・
ナ
ソ
シ
ェ
王
以
前
の
資
料
と
し
て
は

唱
切
ω
一
×
．
い
昌
9
b
O
泥
章
。

　
ウ
ル
・
ナ
ン
シ
ェ
王
朝
時
代
の
泥
章
と
し
て
は

　
¢
ω
。
ま
①
薦
①
び
0
。
弓
器
α
④
ω
営
ω
9
9
。
霧
、
、
沁
。
誘
奮
、
．
寄
④

　
ω
鍵
α
q
。
巳
彊
①
ω
g
冨
α
q
鉢
お
㎝
①
・
一
略
号
ω
。
ま
①
茜
①
び
。
。
巷
舞

　
i
…
国
9
旨
●
①
切
泥
章

　
図
6
0
け
9
回
O
Q
泥
出
早

　
≧
δ
冨
侮
①
貯
司
島
噂
ρ
O
o
窪
旨
。
糞
ω
即
鋤
鶉
農
。
巳
ρ
琴
ρ
一
㊤
O
。
。
ム
践
。
。
導

　
一
略
号
U
℃
。
。
一
・
ω
卜
⊃
三
章

前
サ
ル
ゴ
ソ
期
の
文
書
と
し
て
出
所
は
不
明
で
あ
る
が

　
ト
切
●
2
δ
ω
鋤
”
α
　
ρ
閣
●
囚
蝕
の
Φ
巴
鴇
震
ω
8
臨
。
μ
関
Φ
寓
σ
q
ご
β
ω
9
め
9

　
図
8
蓉
巳
ざ
日
①
簗
ω
銭
鉱
》
讐
5
信
同
寓
Φ
ρ
日
8
ρ
　
（
切
”
σ
覧
§
6
昌
回
亭

　
ω
臼
首
江
。
易
ぎ
爵
①
O
o
蕾
。
け
陣
窪
。
剛
蜜
ヨ
①
ω
ゆ
．
皐
①
ρ
＜
〇
二
H
）
一

　
略
号
鷺
冨
ρ
切
H
O
l
I
－
昌
。
●
N
石
章
（
際
旨
の
馨
o
p
①
6
9
σ
δ
け
）

　
サ
ル
ゴ
ソ
期
即
ち
ア
ッ
カ
ー
ド
王
朝
時
代
の
資
料
は
上
掲
の

、
℃
切
ω
旨
。
ω
．
メ
。
。
婚
ρ
H
O
。
噂
心
。
伊
卜
。
Φ
℃
淑
ざ
㎝
一
匂
器
鳩
。
。
一
の
十
偲
の
泥
章

が
あ
る
。

　
ま
ず
シ
ュ
ル
ツ
。
ハ
ー
ク
出
土
の
土
地
売
買
証
文
か
ら
検
討
す
る
、

シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
泥
章
に
於
て
は
田
地
或
は
菜
園
つ
き
家
の
売
主
は

「
価
を
喰
う
人
」
露
伽
い
露
士
⇔
と
記
さ
れ
、
買
主
は
田
地
の
場
合
は

「
田
地
を
買
う
人
」
塔
α
q
節
亭
鍬
旨
、
家
の
場
合
は
「
家
を
買
う
人
」

罫
孤
伽
い
ヨ
と
記
し
て
い
る
。

　
証
文
の
形
式
は
　
6
物
件
の
価
格
、
⇔
物
件
の
性
質
と
そ
の
面
積
、

㊧
売
買
価
格
の
上
に
加
算
さ
れ
る
金
額
i
割
増
金
一
、
画
買
主

が
売
主
に
贈
る
種
々
の
品
目
と
そ
の
数
量
、
㈲
売
主
の
名
、
㈹
仲
介

料
の
贔
巨
数
量
と
仲
介
者
名
、
㈹
…
数
名
乃
至
十
数
名
の
証
人
罫
－
犀
歴

一
巳
謹
の
名
と
そ
の
職
業
、
㈹
売
買
契
約
に
特
別
に
関
係
の
あ
っ
た

人
…
田
地
の
場
合
は
「
田
地
の
書
記
」
　
q
偉
σ
鐙
h
α
q
鉢
昌
と
「
男
の

農
夫
」
Φ
昌
α
q
錠
巳
鼠
、
菜
園
つ
き
家
の
場
合
は
「
家
を
雑
作
す
る
職

人
」
環
罠
－
語
堕
9
露
仙
亟
⑪
－
σ
Q
鋤
触
…
へ
の
…
謝
礼
金
撮
の
…
数
量
、
0
0
買

主
の
名
、
⑯
売
買
契
約
が
成
立
し
た
時
の
支
配
者
の
名
、
の
顧
序
で

作
製
さ
れ
て
い
る
。
　
因
臼
O
●
H
騨
号
泥
章
に
は

○
σ
く
．
O
O
一
●
囲

げ
卵
（
量
§
）
厳
暑
冨

　
昏
。
）
鍬
角
帯
魅
昌

三
分
の
一
マ
ナ
（
鍔
二
〇
シ
ェ
ケ
ル
）

の
純
銀
、

穏ヨ

n
の
価
、
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j
卵
（
g
憎
）
・
。
ぎ

　
蒔
）
H
O
犀
ル
σ
g
獅
口

　
切
）
P
齢
・
q
綜
一

　
①
）
継
（
鰹
擁
）
伽
中
昌
7
σ
Q
簿

　
刈
）
疑
い
σ
q
－
び
P

　
O
Q
）
μ
卜
⊃
ω
凝
一
β
9
－
昌
曽

O
o
ゼ
凝

　
一
）
慈
α
q

　
卜
。
）
H
σ
q
似
一
げ
鋤
巴
み
郎
α
Q

　
Q
◎
）
Q
Q
（
ω
一
嬢
）
伽
甲
乱
⇔
島
効

　
幽
）
8
α
Q
謬

　
切
）
H
O
貯
偽
邑
騨
9
旨

　
①
）
］
．
O
屏
瓜
婦
①
一
一
P
日
園
諏
㎝

　
団
）
一
⑭
臨
節
い
ご
償
⇔

　
○
◎
）
d
．
ツ
q
国
昌
高
口

　
り
）
」
q
7
島
○
膣
－
一
9

0
0
ピ
囲
H
H

　
H
）
一
郎
伽
魅
ヨ
ー
犀
偽

　
b
⊃
）
円
b
O
（
ω
躍
節
）
側
①

　
ω
）
卜
o
O
巳
け
鳥
”

ハ
イ
ク
（
の
面
積
）
、

一
〇
シ
ェ
ケ
ル
の
舶
銀
は

翻
増
金
、

四
グ
ル
の
胡
麻
は

贈
物
、一

ニ
マ
ナ
の
（
重
量
の
）
羊

毛
地
、

一
個
の
σ
Ω
蝕
毛
皮
、

八
シ
ラ
の
パ
ソ
用
の
麦
、

六
〇
の
財
9
貯
醤
牒
（
レ
ン
ズ
豆
？
）

一
〇
ク
ル
の
貯
曽
導
、

一
〇
ク
ル
の
魚
の
①
猷
び
び
∬
げ
ρ
、

｝
シ
ラ
の
獣
脂
、

ウ
ル
・
エ
ソ
リ
ル
、

ウ
ル
・
ギ
ル
ラ
、

価
を
喰
う
入
（
1
1
売
主
）
。

一
ニ
シ
ラ
の
大
麦
、

二
〇
個
の
パ
ン
、

腿
）
・
。
O
σ
q
壽

　
帆
）
卜
⊃
犀
岱
戦
貯
P
ヨ

．
0
）
b
o
貯
体
號
①
崔
ゆ
日
貯
口
砺

　
刈
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⇔
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瓢
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鐸
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曽
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営
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q
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－
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σ
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⊃
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賃
σ
q
曽
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－
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－
臨
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）
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畠
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戦
黛
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暮
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鮮
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ω
償
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位
旨
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昌
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ゆ
み
博
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）
一
Z
㎞
α
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謬
亀
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導
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日
囲
σ
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ア
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伽
①

　
刈
）
H
囚
β
臣
－
犀
¢
伽
⑩

　
Q
Q
）
同
累
齢
－
α
庫
昌
－
即

O
o
劉
く

　
一
）
H
い
¢
σ
q
帥
一
－
障
恥
－
ω
犀
伽
①

　
8
α
；
σ
詠
勲
嬬

二
〇
細
の
犀
離
渥
醤
5
豆
、

ニ
ク
ル
の
騨
鋤
白
、

ニ
ク
ル
の
魚
の
　
巴
p
σ
ぴ
庫
げ
ρ
、

ニ
ン
・
ト
ゥ
ル
、

ニ
ン
・
ル
、

一
、
ア
ピ
ソ
ジ
、

7
．

一
、
ウ
ル
。
ニ
ソ
ウ
ヌ
、

黒
雌
羊
の
牧
者
、

一
、
ル
ー
ガ
ル
ア
シ
、

一
、
ア
ラ
ッ
タ
・
キ
ガ
ル
ラ
、

一
、
シ
ュ
ア
イ
ム
ナ
チ
、

一
、
　
ニ
ギ
ン
ム
ド
、

一
、
イ
ギ
ウ
シ
ェ
、

一
、
ク
ム
ク
シ
ェ
、

一
、
ニ
グ
ヅ
ン
ア
、

目
記
　h

1

ノレ

ガ
ノレ

ウ

シ
ノレ

シ
エ

　N

4 （310）



売買契豹泥章から観た初期王朝期～アッカード王朝期の二と地所有形態（中原）

　
ω
ご
Q
山

「
心
）
累
涛
障
巴
巳

㎝
）
轟
銘
讐

　
①
）
幽
（
ω
一
㌶
）
伽
Φ
艮
⇔
α
p

　
刈
）
心
O
σ
q
壽

　
○
。
）
ω
渥
瓜
戦
昇
p
」
鑓

　
Φ
）
ω
累
同
Φ
蕃
旨
ざ
㎝

口
Φ
く
。
O
O
一
．
H

　
H
）
国
あ
昌

　
卜
。
）
α
郎
σ
－
伽
㌶
σ
q
魅
け

　
ω
）
。
。
（
ω
埠
9
1
）
伽
⑦

　
薩
）
ト
こ
O
鼠
U
山
”

　
α
）
8
σ
q
壽

　
①
）
鱒
押
捧
戦
備
鶉
讐

　
M
）
卜
σ
犀
母
Φ
牒
9
」
営
ぽ
¢
伽

　
◎
◎
）
Φ
昌
α
q
鋤
携
艮
凱

O
o
詳
H
囲

　
同
）
緊

　
凹
）
忽
窟

　
ω
）
0
9
む
障

一
、
ウ
ア
、

証
入
。

》
・
ケ
ル
の
銀
、

四
シ
ラ
の
パ
ン
用
の
麦
、

四
〇
の
醤
¢
匿
野
上
豆
、

三
ク
ル
の
貯
餌
誉
、

三
ク
ル
の
魚
の
①
壁
げ
σ
質
げ
∬
、

ピ
エ
ン
、

田
地
の
霧
記
。

八
シ
ラ
の
大
麦
、

一一

i）

ﾌ
パ
　
ン
、

二
〇
の
醤
蝉
騨
吋
ロ
豆
、

ニ
ク
ル
の
騨
Ω
，
難
、

ニ
ク
ル
の
魚
の
Φ
冨
び
び
β
げ
β
、

男
の
農
夫
。

ギ
ビ

ノレ

神
の

牧　イ
春　ル
　h　　　　　l

戯
）
憲
ぬ
雪
－
鐙
島

㎝
）
げ
巴
p

①
）
竃
詠
」
》
舜
葺
p

“
）
σ
q
臥
学
螢
憂
㌘

買
主
、

治
世
、

マ
シ
ニ
　
・
ア
ラ
ツ
タ
。

狐
の
（
棲
ん
で
い
る
）
草
原
の
畑
。

　
本
泥
章
の
内
容
を
説
明
す
れ
ば
、
表
繭
第
一
コ
ラ
ソ
の
一
、
二
行

は
「
田
地
の
売
価
」
で
あ
る
。
三
行
目
は
「
田
地
の
面
積
」
。
　
四
、

五
行
は
田
地
に
対
す
る
「
割
り
増
し
額
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
家
の
売

買
証
文
で
あ
る
園
6
ρ
H
ω
馳
○
げ
．
O
o
ピ
H
Q
。
ふ
に
ひ
。
O
＋
〔
図
〕
日
寧
β
餌

仁
同
仁
α
ρ
砿
σ
q
－
＆
ほ
傷
鉱
口
（
－
鋤
）
「
二
十
幾
マ
ナ
の
鋼
は
建
て
ら
れ
た
家

の
割
り
増
し
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
六
・
七
行
は

買
主
が
売
主
に
贈
る
主
要
な
贈
物
で
あ
り
、
八
行
目
か
ら
第
ニ
コ
ラ

ソ
の
八
行
ま
で
は
そ
の
ほ
か
余
分
の
贈
物
で
あ
る
。
九
・
一
〇
行
、

第
三
コ
ラ
ソ
一
行
は
以
上
の
売
価
と
贈
物
を
う
け
た
二
人
の
土
地
所

右
鉱
御
ウ
ル
・
エ
ソ
リ
ル
と
ウ
ル
・
ギ
ル
ラ
即
ち
世
冗
主
の
名
で
あ
る
。

二
！
六
行
は
恐
ら
く
七
・
八
行
の
ニ
ソ
ツ
ル
と
ニ
ソ
ル
と
の
二
人
の

売
買
仲
介
者
へ
の
仲
介
料
で
あ
ら
う
。
九
行
一
第
五
コ
ラ
ソ
三
行
ま

で
は
証
人
名
、
五
一
裏
面
第
一
コ
ラ
ソ
ニ
行
は
「
田
地
の
書
記
」
の

契
約
書
作
製
に
対
す
る
金
晶
の
謝
礼
、
三
…
八
行
は
恐
ら
く
「
田
地

の
書
記
」
の
助
手
と
し
て
下
働
き
を
し
た
農
夫
へ
の
報
酬
と
考
え
ら

（31／）5
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れ
る
。
　
麺
臼
ρ
嶺
泥
土
に
は
「
サ
タ
ム
、
男
の
農
夫
し
　
ω
玉
無
ヨ

Φ
¢
σ
q
二
王
巳
邸
（
男
。
〈
・
O
o
ピ
回
く
？
ご
　
と
農
夫
の
名
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
第
ニ
コ
ラ
ソ
の
一
…
四
行
は
買
主
の
名
と
そ
の
職
業
、
五
・
六

行
は
売
買
契
約
の
成
立
し
た
時
期
と
し
て
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
の
君
主

マ
シ
ュ
・
ア
ラ
ッ
タ
の
治
世
と
書
か
れ
て
い
る
。
マ
シ
ュ
・
ア
ラ
ッ

タ
が
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
の
君
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
℃
じ
σ
ω
H
×
．
H
’
乞
ρ

ら。

D
章
の
裏
面
最
後
の
コ
ラ
ソ
に
乞
ぎ
画
学
三
塁
露
恥
鍬
白
匂
ぴ
鋤
｝
P

竃
鋤
㎝
「
q
》
聴
P
D
簿
9
、
国
懸
白
丁
亀
。
閣
ぬ
譜
①
⇔
ω
獄
－
σ
一
「
ニ
ソ
ウ
ル
ム
、
㎜
船
主
、
　
エ
リ

ム
の
マ
シ
ュ
ア
ラ
ッ
タ
の
治
世
、
そ
の
（
日
田
リ
ム
）
　
エ
ソ
シ
」
と

あ
り
、
エ
リ
ム
は
普
通
名
詞
と
し
て
は
貯
蔵
所
、
要
寒
＝
蜂
賃
夢
貯
葺
質

の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
国
凱
亀
．
一
は
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
の
別
名
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

或
は
そ
の
一
地
区
名
と
推
定
さ
れ
る
。
と
に
か
く
マ
シ
ュ
・
ア
ラ
ッ

タ
が
エ
ソ
シ
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
白
泥
章
最
後
の
σ
Q
珍
山
幹

渥
辞
は
売
地
の
名
称
か
或
は
そ
の
土
地
の
性
質
を
表
現
し
た
語
と
思

　
　
　
　
　
　
②

う
。
窪
は
の
①
錘
「
ス
テ
ッ
プ
」
、
「
草
原
」
、
奔
9
㎝
は
艦
葛
¢
「
狐
」

の
意
で
あ
る
。
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
贈
物
や
謝
礼
は
買
主
が
行
っ

た
と
解
さ
れ
る
。

　
磁
壁
O
．
自
恕
章
は
玉
章
の
一
部
分
が
破
損
し
て
い
る
が
題
号
泥

章
と
同
形
式
の
畑
の
売
買
契
約
証
文
で
あ
る
。
こ
の
泥
章
に
於
て
も

売
主
は
二
人
、
謝
礼
の
贈
物
を
う
け
た
二
人
の
売
買
仲
介
者
、
証
人

は
十
三
人
い
る
。
　
「
畑
の
轡
記
」
シ
ェ
シ
ュ
ク
ル
ラ
は
銀
1
…
3
シ

ェ
ケ
ル
と
そ
の
他
の
贈
物
を
う
け
て
い
る
。
　
「
ア
シ
ュ
バ
ル
畑
の
大

晒
農
水
池
の
男
の
農
夫
サ
タ
ム
」
が
贈
…
物
を
・
つ
け
て
い
る
。
買
主
は
ウ

ル
・
ギ
ビ
ル
の
子
ウ
ル
・
エ
ン
キ
で
イ
ニ
ム
・
ア
ラ
ッ
タ
・
シ
ダ
の

治
世
と
あ
る
。

　
湘
6
0
・
一
G
。
号
泥
章
は
家
の
売
買
証
文
で
あ
る
。
家
の
売
価
は
銅
で

支
払
わ
れ
て
い
る
。
畑
の
売
買
証
文
に
於
て
見
ら
れ
た
「
畑
の
書
記
」

「
男
の
農
夫
」
の
語
が
見
え
ず
、
Z
鋤
巳
∴
昌
9
催
偉
鶯
－
謹
壁
9
篤
仙
詠
㊥
－

σq

ｮ
（
菊
Φ
タ
0
9
目
令
Φ
）
「
ナ
ー
ム
マ
ク
、
職
人
、
家
を
雑
作
し
た

人
」
に
一
マ
ナ
の
銅
そ
の
他
の
贈
物
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
証
人
の
一

人
に
N
回
国
サ
ご
一
瓢
σ
q
6
房
事
α
Q
鎮
（
○
σ
く
。
O
O
ピ
H
＜
　
卜
。
●
ω
）
「
ジ
・
エ

ソ
リ
ル
、
大
畑
ソ
シ
」
と
エ
ソ
シ
の
名
が
見
え
て
い
る
（
シ
．
一
ル
ッ

パ
ー
ク
や
ア
ダ
ブ
諺
恥
9
げ
に
於
い
て
は
し
ば
し
ば
窪
の
猷
が
駄
σ
Q
6
ロ
ω
謬
と
記

録
さ
れ
て
い
る
）
。
ま
た
証
人
の
う
ち
に
商
人
量
霞
－
σ
q
紳
、
書
記
費
ぴ
’

鐙
桟
の
名
も
見
え
て
い
る
。
買
主
は
「
家
を
買
っ
た
人
」
犀
ひ
鍛
ヨ

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
勺
じ
ご
ω
●
一
区
●
H
．
Z
ρ
。
。
　
泥
章
は
2
イ
ク
の
繭
積
の
　
「
菜
園
つ
き

家
」
の
売
買
契
約
証
文
で
あ
る
が
本
証
文
の
特
徴
は
売
価
と
割
増
金
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亮買契約泥章から親た初期王朝期～アッカード王朝期の土地所君形態（中原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

と
が
銀
で
支
払
わ
て
い
る
が
、
家
を
雑
作
し
た
職
人
へ
は
鋼
が
あ

た
え
ら
れ
て
い
る
。
　
ま
た
大
麦
、
　
パ
ソ
そ
の
他
の
物
品
が
「
街
の

大
声
欝
知
人
ル
ー
ガ
ル
カ
ユ
ヌ
シ
ェ
」
　
ぴ
轟
勲
憎
冨
－
津
訂
穎
甑
＠
込
・
ω
は

嵐
巳
α
Q
騨
（
閑
。
〈
・
0
9
・
H
で
ω
）
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
所
有
権
の
移
動

が
行
わ
れ
た
際
に
そ
の
事
実
を
市
民
に
知
ら
す
習
慣
は
後
の
時
代
の

エ
ソ
エ
ソ
タ
ル
ジ
（
エ
ソ
リ
タ
ル
ジ
）
時
代
ラ
ガ
シ
ュ
に
於
て
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
O
℃
●
ω
ピ
ω
込
⊃
泥
章
の
「
園
つ
き
家
」
の
売
買
証
文

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ラ
ガ
シ
ュ
に
於
て
は
コ
巾
の
大
士
押

告
知
者
」
凱
旨
臓
イ
霞
偉
或
は
単
に
三
目
ひ
q
騨
と
記
さ
れ
て
い
る
。
尚

こ
の
泥
章
に
は
マ
シ
ュ
・
ア
ラ
ッ
タ
が
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
の
エ
ン
シ

で
あ
っ
た
史
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　
以
上
に
と
り
挙
げ
た
四
個
の
資
料
に
よ
っ
て
土
地
と
家
と
の
区
別

な
く
そ
の
売
買
契
約
の
形
式
は
同
様
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
た
の
で

あ
る
。
次
に
と
り
あ
げ
る
幻
6
0
’
目
b
o
号
泥
章
は
売
買
契
約
証
文
で

は
な
い
が
土
地
及
び
人
を
対
象
と
し
た
、
所
有
権
移
動
に
関
す
る
資
料

で
あ
る
。

o
。
歴
ロ
ト
ぎ
譲
四
こ
ω
品
藁
斜
ω
勲
践
隅
－
護
同
》
事
暑
－
量

　
　
　
　
　
b
⊃

い
①
U
巴
貯
噂
羅
乎
鐙
目
蔭
脚
ら
曽
む
2
一
渉
－
冒
》
旨
宝
冠
出
ジ
一
窯
一
苧
舜
》
①
α
q
診

U
貯
σ
q
ヲ
憲
§
嘗
し
り
品
舞
鴇
婦
岩
忌
G
Q
鳳
篇
目
Φ
の
q
妙
溢
－
藍
色
嚇
掃
≧
苧
猫
サ

冨
甲
a
ヨ
”
轟
ゲ
ω
塾
㌶
露
”
ご
鳥
」
α
q
葺
，
”
一
包
冒
－
ヨ
苧
罠
広
贔
－
纂
巳
”
H
＜
α
q
Φ
讐
画

q
》
墜
算
ρ
一
紹
ム
自
弓
嚇
鋤
歯
戸
ポ
嫁
鼻
賦
駄
ヨ
》
騨
訂
嬉
・
躍
山
ぴ
凄
み
ρ
図
Φ
ぐ
．
H

ぴ
鉱
斜
⇔
㍗
告
Z
首
も
簿

　
「
一
イ
ク
五
〇
シ
ャ
ル
の
託
つ
き
の
家
、
ω
鋤
σ
q
臼
暮
鶉
瞬
（
と
い
う
名
の
）
男

（
奴
隷
）
一
頭
に
関
し
ア
バ
ム
ダ
（
か
く
）
云
っ
た
。
『
ダ
ラ
と
ム
シ
ャ
ル
と

が
彼
に
与
え
た
。
』
誉
。
昌
－
o
千
年
の
ア
ツ
、
大
工
の
デ
ィ
ソ
ギ
ル
・
ル
マ
ク
の

妻
ニ
ン
ラ
、
ピ
一
＝
一
の
妻
ニ
ソ
イ
ギ
イ
ル
、
大
工
の
サ
タ
ム
の
妻
ニ
ソ
ア
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ナ
ツ
ム
、
　
ア
ラ
ッ
タ
神
の
奴
碑
ニ
ソ
ム
ヌ
ナ
ツ
ム
、
産
婆
の
シ
ド
ゥ
ル
、
証

人
。
ア
ブ
ツ
の
裁
の
庭
に
於
て
。
ウ
ル
・
ニ
ソ
バ
の
治
世
。
」

　
本
泥
章
表
面
一
コ
ラ
ソ
六
行
の
　
巳
⇔
伽
錠
を
職
業
名
と
解
す
る

こ
と
亀
出
来
る
。
さ
す
れ
ば
「
ム
シ
ャ
ル
職
の
ダ
ラ
」
と
な
る
。
本

匠
章
に
は
価
格
が
記
録
さ
れ
て
な
い
の
で
訴
訟
文
書
か
単
な
る
譲
渡

文
事
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

　
以
上
五
黒
革
の
検
討
に
よ
っ
て
ジ
ャ
ム
デ
ト
・
ナ
ツ
ル
期
匂
餌
霞
－

Ω
露
出
9
N
臨
急
Φ
臨
O
α
（
Ω
卜
⊃
O
Q
O
O
占
卜
O
O
中
ρ
）
と
ウ
ル
第
一
王
朝
～
ラ

ガ
シ
ュ
の
ウ
ル
・
ナ
ソ
シ
ェ
王
朝
欄
馴
（
○
・
瞬
O
O
山
Q
。
⑦
O
切
．
O
●
）
と
の
中

闇
　
期
に
あ
る
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
都
｛
巾
国
家
に
お
い
て
は
、
十
｛
地
σ
Q
魅
質
、

菜
園
つ
き
の
家
価
詠
鍵
の
土
地
財
産
の
売
買
が
個
人
聞
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
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次
に
ラ
ガ
シ
ュ
都
市
風
家
に
於
け
る
状
態
を
見
よ
う
σ
憾
ゆ
幹
H
舛

岡
．
2
．
o
●
も
。
泥
嵩
早
は
ウ
ル
・
ナ
ソ
シ
ェ
王
土
並
隅
の
ラ
ガ
シ
ュ
国
王
エ
ン

ケ
ガ
ル
国
⇒
貯
げ
Φ
ひ
q
巴
の
名
が
［
見
ら
れ
、
ま
た
そ
の
忌
日
体
か
ら
し
て
ウ

ル
・
ナ
ソ
シ
ェ
王
以
前
の
賢
慮
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の

泥
章
を
手
写
し
た
パ
ー
ト
ン
O
．
》
「
切
碧
8
p
は
　
「
ラ
ガ
シ
ュ
国
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

エ．

¥
ケ
ー
ガ
ル
の
碑
交
」
の
題
名
で
翻
字
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
。
、
、
ハ

ー
ト
ソ
は
本
図
章
に
記
録
さ
れ
た
土
地
の
買
主
は
エ
ソ
ケ
ー
ガ
ル
王

で
あ
る
と
解
釈
し
て
お
ら
れ
る
が
、
筆
者
は
本
泥
章
は
ニ
ソ
ギ
ル
ス

神
殿
が
国
王
エ
ソ
ケ
ー
ガ
ル
そ
の
他
の
人
置
か
ら
土
地
を
購
買
し
た

記
録
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
本
冷
覚
の
裏
面
に
は
α
Q
偽
－
P
⇒
豚
＠
①
Φ
O
（
σ
霞
）
搾
二
隔
ω
○
。
N
O
雌
一
二
α
麟

華
葬
・
・
鵡
（
・
・
邑
伽
・
玖
・
・
。
び
・
ど
・
・
魅
募
雪
ピ
曼
葦
・
・
寧

㌶
り
詠
旨
衛
裟
ぎ
ぬ
冒
あ
戸
σ
Q
躰
亭
鉱
α
q
「
総
計
一
二
四
二
〇
イ
ク
、
三
八

二
〇
マ
ナ
の
銅
、
二
一
・
五
グ
ル
の
脱
穀
さ
れ
た
大
麦
、
二
〇
個
の

紡
錘
、
買
わ
れ
た
土
地
、
ル
ー
ガ
ル
キ
ガ
ル
ラ
、
ユ
ソ
ギ
ル
ス
神
の
神

宮
、
土
地
財
産
」
。
こ
の
意
味
は
総
計
一
二
四
二
〇
イ
ク
を
三
八
二
〇

マ
ナ
の
銅
と
二
一
・
五
グ
ル
の
精
白
大
麦
と
二
〇
個
の
紡
錘
と
を
も

っ
て
買
っ
た
土
地
。
土
地
買
入
の
責
任
者
は
ニ
ソ
ギ
ル
ス
神
の
神
官

ル
ー
ガ
ル
キ
ガ
ル
ラ
で
あ
P
、
買
主
は
ニ
ン
ギ
ル
ス
神
（
殿
）
で
あ
る
。

恩
犠
ぎ
は
α
q
臥
憲
憲
⑦
「
買
わ
れ
た
壷
」
の
意
で
あ
軌
α
q
ぎ

昌
お
は
σ
q
魅
β
繊
σ
q
ぬ
9
「
土
地
財
産
」
の
意
味
で
あ
る
が
後
の
時
代
の

神
殿
直
轄
領
の
名
称
σ
q
い
昌
法
叩
㊦
苧
b
簿
の
語
源
と
も
解
釈
さ
れ
る
。

　
詩
章
の
表
面
に
は
土
地
の
繭
積
、
性
質
、
そ
の
売
価
、
売
主
の
名

が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
O
O
H
出
㎝
一
H
（
び
瓢
見
）
涛
煽
翫
①
Q
Q
O
O

蓬
§
畢
墨
、
H
H
卵
（
㈹
環
目
）
駆
盛
・
．
・
・
ぎ
像
・
◎
鋳
・
・
。
犀
薯
筥

冒
σ
q
巴
い
9
ユ
σ
q
募
伽
⑪
「
一
九
ハ
イ
ク
の
土
地
、
．
ご
一
〇
〇
マ
ナ
の
銅
、
　
一

一
・
五
グ
ル
の
精
白
大
麦
、
葦
草
の
土
地
、
ラ
ガ
シ
ェ
王
エ
ソ
ケ
ー
ガ

　
・
・
⑧

ル
か
ら
」
。
ま
た
O
o
ド
H
＜
に
ば
（
び
僧
号
）
騨
仁
髭
起
工
同
β
α
雌
営
帥
ら
9

＜
ド
N
（
ひ
q
∬
聴
）
伽
Φ
ω
㌦
じ
d
勲
㍗
臓
棚
－
σ
q
憶
梛
①
梛
剛
げ
鉢
⇔
臨
写
（
伽
0
）
「
二
五
ニ

イ
ク
を
七
ニ
マ
ナ
の
銅
、
ニ
グ
ル
の
精
白
大
麦
で
イ
ブ
ク
ル
ソ
の
兄

弟
．
ハ
ド
ギ
シ
ュ
ギ
（
か
ら
）
」
の
示
す
如
く
、
売
主
で
あ
る
土
地
所
有

者
は
複
数
で
あ
る
。
泥
章
に
破
損
さ
れ
た
個
所
が
あ
っ
て
数
字
に
不

明
の
点
も
あ
る
が
エ
ソ
ケ
ー
ガ
ル
王
が
売
っ
た
土
地
は
五
個
口
、
そ

の
面
積
に
し
て
相
鮮
十
〔
己
（
σ
霞
）
騨
煽
1
1
H
ω
ω
N
十
続
欝
償
で
あ
ひ
、
こ

れ
は
エ
ソ
ギ
ル
ス
神
殿
の
総
購
入
地
の
㊤
O
（
σ
熔
門
）
涛
二
目
冨
爵
O
鱒
¢

の
約
一
割
に
あ
た
る
。
圏
に
地
積
を
表
示
す
る
記
号
は
す
で
に
こ
の

時
代
に
は
後
期
の
形
式
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
故
ダ
イ
メ
ル
教
援
の

計
算
に
よ
る
と
う
ガ
シ
ニ
王
朝
末
期
の
バ
ウ
（
ニ
ン
ギ
ル
ス
配
善
神
）
神
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売買契約泥単から観た初期王朝期～アッカード王朝期の土地所有形態（中原）

殿
領
の
面
噌
A
・
計
約
一
即
日
㎝
・
．
噌
犀
・
請
刈
．
・
．
蜘
び
・
吐
鯖
ρ
倉
心
①
q
醗

冨
で
あ
っ
た
。
エ
ソ
ケ
ー
ガ
ル
王
時
代
に
ニ
ソ
ギ
ル
ス
神
殿
は
ウ
ル

カ
ギ
ナ
時
代
の
バ
ウ
神
殿
領
と
ほ
ぼ
同
面
積
の
土
地
を
購
入
し
た
わ

け
で
あ
る
。
本
誌
章
の
記
録
に
よ
れ
ば
王
領
、
神
殿
領
、
個
人
所
有

地
が
エ
ソ
ケ
ー
ガ
ル
時
代
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
疑
う
余
地
は
な

い
。
次
に
ウ
ル
・
ナ
ソ
シ
ェ
王
朝
（
○
●
　
ト
り
㎝
O
O
i
b
⊃
も
Q
⑦
○
　
切
●
　
O
。
）
時
代
の
土

地
所
有
に
関
す
る
資
料
を
見
た
い
。

　
ω
o
目
ぴ
Φ
鴨
σ
q
①
び
O
o
后
⊆
ρ
尊
弓
鋤
⇔
．
①
α
は
煉
瓦
に
記
銘
さ
れ
た
土
地

売
買
の
記
録
で
あ
る
。
解
読
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
ち

　
O
O
ピ
H
図
晦
－
p
苧
p
9
み
郎
臼
帥
α
ρ
B
煽
諺
憂
自
学
σ
q
巴
四
①
昌
ω
一
凸
U
9
σ
q
9
賢
；
》
ヨ
9
苧

　
①
－
σ
q
跳
み
霊
σ
q
鍵
紘
H
H
図
〔
鐙
〕
宝
H
÷
〔
恩
（
9
鴇
∀
鰹
郎
・
．
①
－
〔
伽
〕
③
〔
珍
〕
ヨ
恥
〆
島

　
〔
愚
琶
鶉
占
9
㎝
①
詠
0
山
巴
㎝
臥
σ
q
占
簿
－
露
貯
鉢
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
⑪

　
「
ラ
ガ
シ
ュ
の
エ
ソ
シ
の
ア
ク
ル
ガ
ル
の
子
エ
ア
ソ
ナ
ツ
ム
は
調
達
溝
の

　
ア
マ
ル
キ
ガ
ル
チ
か
ら
園
H
。
。
＋
麟
イ
ク
を
買
っ
た
。
銀
κ
マ
ナ
を
そ
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
め
に
計
最
し
た
。
そ
の
贈
物
は
な
し
。
」

こ
の
煉
瓦
交
書
に
よ
っ
て
園
が
個
人
間
に
売
買
さ
れ
た
こ
と
が
判
朋

す
る
。
次
に
園
つ
き
の
家
が
売
買
さ
れ
て
い
る
実
証
記
録
を
見
よ
う
。

驚
↓
O
。
騎
母
文
書
は
泥
章
の
左
半
分
が
破
壊
さ
れ
て
完
全
に
読
み
と

る
こ
と
が
出
来
な
い
が
金
体
の
意
味
は
つ
か
め
る
。
表
面
三
コ
ラ
ソ

に
は
人
身
売
買
が
記
録
さ
れ
、
第
四
コ
ラ
ソ
か
ら
裏
面
の
四
コ
ラ
ン

に
は
園
つ
き
の
家
の
売
買
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
買
主
は
同
一
人
で

あ
る
が
売
主
は
泥
章
の
破
損
で
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
証
人

が
全
く
別
人
で
あ
る
の
で
別
々
の
売
買
行
為
で
あ
り
、
こ
の
雪
雲
は

所
謂
メ
モ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
の
は
不

動
産
売
買
の
部
分
で
あ
る
。

　
○
げ
く
．
O
O
ド
H
＜
”
，
鱒
μ
弊
。
お
剛
ム
ー
σ
q
p
」
｝
①
伽
①
擁
。
．
累
ぼ
－
㌣
臣
鋤
－
伽
⑪
“
諺
β
伽
①
出
7

　
σ
9
詠
吟
切
α
o
議
g
諺
旨
p
や
凱
－
一
簿
B
涛
甲
α
q
魅
⇔
園
①
〈
・
H
困
①
伽
④
伽
魅
導
・
。
紘
σ
q
病
臥
琶
－

　
σ
㌦
嵩
犀
ル
騎
ぎ
“
駄
σ
q
ウ
㍗
瓢
軌
δ
伽
①
σ
q
鐸
？
b
っ
－
巳
・
．
一
び
9
ゆ
ワ
寡
α
q
臓
α
－
q
鋤
圃
同

　
ω
雛
ル
博
。
。
一
巳
⇒
α
簿
ω
諺
O
－
U
》
ピ
ー
ω
諺
い
切
一
片
9
ω
α
β
α
q
ω
O
昌
ぎ
鳥
9
㎝
匿
四
ヨ

　
匹
莚
胃
H
劉
ぢ
迄
－
醤
餌
・
，
誤
甑
①
－
巳
む
曽
却
犀
切
Φ
ら
簿
－
げ
9
二
Z
一
旨
－
ヨ
甲
巴
ぬ
㍗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ω
¢
創
　
吻
日
O
昌
一
嶺
α
9
一
犀
簿
営
ω
置
節
　
α
一
ω
博
節
脚
伽
9
げ
　
呵
国
－
O
。
。
一
〇
U
｝
U
幽
9
目

　
貯
鋤
ヨ
ω
隣
節
回
珍
凱
宅
同
α
苧
＠
一
σ
q
簿
日
縁
囲
H
り
一
い
庫
σ
q
巴
由
p
－
昌
p
み
飾
ヨ
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も

　
「
一
イ
ク
ニ
五
シ
ャ
ル
の
園
つ
き
家
を
ユ
ン
ウ
マ
か
ら
ア
ン
シ
ェ
ニ
バ
ク
、

　
ア
マ
ル
エ
ラ
ム
カ
ガ
ン
の
”
†
、
叫
貴
つ
た
。
そ
の
価
格
は
銀
一
五
シ
ェ
ケ
ル
、

　
そ
の
贈
物
は
、
大
麦
一
〇
グ
ル
・
二
・
ウ
ル
（
の
量
）
、
　
一
着
の
三
衣
、
一

シ
・
の
濾
、
＝
ソ
ダ
（
↓
・
・
房
荒
誕
）
？
、
一
・
・
の
酒
、
三
＋
個

　
の
パ
ン
、
五
シ
ラ
の
困
節
導
、
（
以
上
の
も
の
を
）
ニ
ン
ウ
マ
に
ア
ン
シ
エ
ユ

　
バ
ク
は
与
え
た
、
ニ
ソ
マ
ア
ル
ガ
ス
ド
に
十
個
の
パ
ン
と
一
シ
ラ
の
障
ゆ
鑓

　
と
一
シ
ラ
の
豚
油
を
、
エ
エ
．
に
十
綱
の
パ
ン
、
と
一
シ
ラ
の
貯
9
欝
と
一
シ

（315）9



　
う
の
波
を
、
　
一
、
ウ
ル
・
ギ
ル
ガ
メ
シ
ュ
、
　
一
、
ル
…
ガ
ル
ア
ソ
ナ
ツ
ム

以
下
十
五
名
の
証
人
名
の
み
が
列
記
さ
れ
、
そ
の
次
の
記
事
は
泥
章

破
損
の
た
め
知
り
え
な
い
。
ア
ソ
シ
ェ
ニ
パ
ク
は
図
日
○
．
罵
号
冊

立早

ﾉ
記
｝
録
さ
れ
て
い
る
ラ
ガ
シ
ュ
王
朝
末
期
の
エ
ソ
シ
、
　
エ
ソ
エ

ソ
タ
ル
ヂ
の
人
身
売
買
契
約
文
書
に
証
人
の
一
人
と
し
て
．
．
》
滋
？

巳
む
甲
犀
詳
α
9
ヨ
ー
σ
q
紳
、
、
「
ア
ソ
シ
ェ
ニ
バ
ク
、
商
人
」
（
胃
①
〈
・
目
引
・

α
）
ど
あ
る
人
と
同
一
人
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
。
占
守
章
の
書

体
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。
ニ
ソ
マ
ア
ル
ガ
ス
ド
と
エ
エ
と
は
売
買
成

立
の
仲
介
者
で
あ
る
。

　
U
℃
・
。
。
H
泥
章
は
円
錐
形
の
泥
章
で
ラ
ガ
シ
ュ
の
エ
ソ
シ
に
即
位

す
る
以
前
ニ
ソ
ギ
ル
ス
神
の
サ
ソ
グ
ω
碧
σ
q
環
で
あ
っ
た
エ
ソ
エ
ン

タ
ル
ジ
が
ア
マ
ル
カ
ー
キ
サ
ッ
グ
の
妻
ア
シ
ャ
グ
か
ら
2
…
3
イ
ク

の
園
つ
き
の
家
を
「
そ
の
価
格
」
臥
α
q
伽
い
日
－
ぼ
一
五
グ
ル
・
サ
グ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ガ
ル
陣
q
震
σ
q
∬
巴
－
ω
p
σ
9
－
α
q
鋤
と
「
そ
の
贈
聞
物
」
法
σ
q
－
げ
ρ
－
げ
｝
の
衣
類
一
、
豚
、

油
、
酒
、
パ
ソ
、
騨
簿
B
の
そ
れ
ぞ
れ
量
を
与
え
て
買
取
つ
た
契
約
証

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

文
で
あ
る
。
而
し
て
価
格
は
銀
で
な
く
大
麦
で
支
払
わ
れ
て
い
る
。

本
物
章
で
は
こ
れ
ま
で
他
の
契
約
証
文
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
二
三
名

の
証
人
達
黙
乙
占
奪
蓉
∴
δ
甲
σ
や
鑓
①
が
二
人
に
つ
き
パ
ソ
三
個

入
づ
と
冨
パ
ソ
を
一
個
つ
つ
と
を
受
取
つ
た
警
む
9
蝕
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る
8
。
｝
・
＜
困
や
Q
。
）
。
証
人
の
一
人
に
「
サ
ソ
グ
（
エ
ソ
エ

ソ
タ
ル
ジ
）
の
子
ル
ー
ガ
ル
ア
ン
ダ
」
の
名
が
見
え
る
。
　
ま
た
仲
介

者
三
人
は
証
人
よ
り
も
多
量
の
大
麦
や
パ
ソ
を
受
取
っ
て
い
る
。
例

え
ば
仲
介
者
の
天
で
凸
別
出
の
更
「
ア
ソ
シ
、
・
バ
吻
は
大
桑

σQ

熬
?
巳
、
．
ハ
ソ
ニ
十
個
、
冨
パ
ソ
三
個
を
受
取
つ
た
棚
¢
－
冨
－
畠

O
o
ピ
悶
①
i
Φ
。
ま
た
売
主
「
ア
マ
ル
カ
…
キ
サ
ッ
グ
の
女
バ
ル
ナ
ム

タ
ル
ラ
は
十
個
の
パ
ソ
と
一
個
の
罵
9
パ
ソ
」
を
、
「
エ
ン
シ
（
1
ー
エ

ン
テ
メ
ナ
）
の
ス
カ
ル
職
の
エ
ン
ア
ブ
ツ
シ
は
パ
ン
十
個
と
ニ
シ
ラ
の

冨
謹
」
を
贈
ら
れ
て
い
る
な
ど
売
主
の
縁
者
や
関
係
深
い
人
々
六
人

に
贈
物
が
さ
れ
て
い
る
。
所
有
権
移
動
を
市
民
に
告
知
す
る
大
声
告

知
人
定
謹
σ
q
跨
の
ニ
ン
ギ
ル
ス
・
イ
ム
ミ
ク
も
大
麦
そ
の
他
の
痴
女

を
受
取
っ
て
い
る
。
本
泥
章
の
最
後
に
「
釘
が
城
壁
に
怠
り
こ
ま
れ
、

油
が
そ
の
上
に
注
が
れ
た
」
σ
q
鋤
α
q
む
｛
貯
σ
q
9
同
－
冠
9
げ
｛
－
巴
回
－
げ
h
N
鋤
σ
唾
－
α
一

驚
由
σ
q
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
売
買
契
約
成
立
の
象
徴
的
行
為

と
考
え
ら
れ
る
。

　
∪
雪
ω
b
3
予
報
は
上
の
O
℃
．
ω
H
脚
結
と
同
じ
く
園
つ
き
家
の
売

買
契
約
書
で
あ
り
、
書
体
か
ら
見
て
濁
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
細
帯

の
破
損
で
売
主
、
買
主
、
面
積
等
が
不
明
で
あ
る
が
「
そ
の
価
は
純

10 （316）



売買契約泥章から観た初期王朝期～アッrb　一ド王朝期の土地所有形態（中原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ
　
　
た

銀
1
…
3
マ
ナ
」
で
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
る
。
ま
た
「
市
の
大
声
告

へ
　
　
へ

知
人
切
冨
σ
q
騨
霞
爆
ウ
ル
・
ニ
ン
ギ
ル
ス
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
証

大
は
各
自
に
贈
物
を
受
取
っ
て
い
る
。

　
次
に
都
市
国
家
時
代
の
末
期
か
或
は
ア
ッ
カ
ー
ド
王
朝
期
と
考
え

ら
れ
る
出
土
地
不
明
の
土
地
売
買
の
記
録
を
見
よ
う
。
Z
δ
ρ
切
H
Ω

Z
o
。
b
。
石
章
は
石
灰
岩
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
彫
ら
れ
た
竜
の
で
二
雪
ス

博
士
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
石
章
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
書
か
れ

て
い
る
か
、
ア
ッ
カ
ー
ド
語
で
書
か
れ
て
い
る
か
問
題
で
あ
る
が
ニ

ー
ス
博
士
は
こ
の
石
章
を
ア
ッ
カ
ー
ド
語
で
あ
る
と
考
え
、
ア
ッ
カ

ー
ド
語
で
読
ん
で
お
ら
れ
る
。
こ
の
石
章
は
棄
損
個
所
が
多
く
、
完

全
に
読
み
と
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
数
名
の
個
人
が
そ
の

所
有
地
を
売
っ
た
記
録
で
あ
る
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。
裏
面
の
大
部

分
が
磨
滅
し
て
い
る
の
で
買
主
が
何
人
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
次
に
石
章
の
初
め
の
部
分
を
ア
ッ
カ
ー
ド
語
と
シ
ュ
メ

ー
ル
語
と
で
翻
字
し
て
見
よ
う
。
ア
ヅ
カ
ー
ド
語
の
翻
字
は
ニ
ー
ス

博
士
に
よ
る
。
　
（
　
）
の
中
は
シ
ュ
メ
ー
ル
語
で
あ
る
。
表
面
第
一

コ
ラ
ソ
　
一
行
一
⊥
一
コ
ラ
ソ
四
行

日
畢
§
蕩
窟
（
同
　
琶
P
一
昌
9
ぱ
応
監
び
9
σ
び
”
目
）
・
〔
乱
㊥
冨
馨
翁
塁

（
轟
蚕
・
ぎ
珍
邑
・
－
・
－
．
婁
（
－
…
（
g
ソ
・
ざ
）
り
2
置

（
広
蓋
良
γ
冒
讐
．
d
〕
同
，
－
噌
N
直
言
（
砦
蒙
μ
〔
¢
冒
－
ツ
N
亭
讐
）
鳩
驚
ヨ
○
》
名

（
ω
簿
島
西
9
¢
）
し
N
・
§
（
評
岱
）
面
（
準
邑
貯
選
甑
婁
八
⑭
（
拳
§
）

騨
寿
げ
σ
訪
箸
ξ
①
。
。
・
・
八
喫
び
琶
ぎ
・
人
雪
明
（
・
恭

貯
っ
）
日
時
竃
鋤
写
日
①
犀
（
α
瓢
旨
仁
　
ω
瓢
げ
一
の
煽
げ
）
℃
囚
誠
誠
（
囚
猟
誓
）
》
謝
巨
雛

O
諺
Z
（
ω
P
臼
－
σ
q
9
揖
）
§
p
鎧
昌
（
オ
俸
）
導
（
表
薦
O
o
ピ
＝
1
賛
二
丁
）

羅
銀
轟
；
墜
イ
・
（
の
土
地
に
等
し
い
）
．
・
ル
・
ズ
ズ
の
子
ナ

・
肇
地
の
価
を
喰
っ
た
。
純
粋
マ
ナ
は
六
・
・
（
の
土
地
に
等
・
い
）
．

キ
シ
ュ
の
ス
ブ
ス
ブ
の
子
ル
ル
（
？
）
は
土
地
の
価
を
喰
っ
た
。
」

　
売
主
を
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
で
は
罫
絵
欝
涛
⇔
と
名
詞
形
が
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
石
章
で
は
西
日
ぬ
魅
挿
悶
ひ
と
動
詞
形
が
使
わ

れ
て
い
る
。
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
や
ラ
ガ
シ
ュ
で
は
繍
…
銀
を
「
浩
旧
い
銀
」

貯
9
ぽ
σ
出
9
　
と
表
現
し
て
い
る
が
本
石
章
で
は
「
光
る
銀
」
　
貯
ρ

び
鋤
ぴ
げ
弩
と
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
多
数
の
売
主
に
出
身
地
の
書
か

れ
て
い
る
の
は
こ
こ
に
あ
げ
た
ス
ブ
ス
ブ
の
場
合
と
Z
①
（
O
通
じ
ご
一
Y

簿
鰹
忽
ω
9
⇔
罫
N
o
と
結
β
－
信
ヨ
一
．
六
〇
〇
H
・
国
事
－
。
。
）
　
「
ネ
ア
シ
ュ
ウ
サ
ン
、
ズ

ル
ム
の
人
」
の
二
人
の
み
で
あ
る
。
ま
た
も
し
こ
の
宮
阜
が
キ
シ
ュ

出
土
の
も
の
と
す
れ
ば
わ
ざ
わ
ざ
ス
ブ
ス
ブ
の
み
を
キ
シ
ュ
の
人
と

書
く
の
は
お
か
し
い
。
書
体
も
殉
8
0
等
の
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
交
書

の
そ
れ
と
は
異
り
、
稚
拙
な
書
体
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
価
格
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は
泥
章
の
破
損
で
知
り
得
な
い
が
ん
売
価
と
「
割
り
増
し
金
」
か
「
贈

物
一
か
と
し
て
純
銀
駆
伽
Φ
犀
Φ
一
と
を
も
っ
て
㎝
①
鱒
二
の
園
角
印
を

エ
ソ
シ
窪
ω
｛
の
イ
ル
ヅ
グ
の
二
人
の
子
ズ
ズ
と
ラ
ベ
リ
ル
ム
と
が

売
っ
て
い
る
（
O
∩
島
。
　
H
肖
｛
　
㎝
…
一
回
）
。
　
買
主
は
前
述
し
た
よ
う
に
不
明
で

あ
る
が
恐
ら
く
℃
し
d
ω
H
×
・
H
．
窯
9
b
。
泥
章
と
同
様
に
神
殿
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
と
に
か
く
都
市
国
家
の
初
期
の
時
代
に
個
人
の
駈

有
地
が
売
買
さ
れ
た
こ
と
に
は
疑
ひ
な
い
。

　
都
市
国
家
時
代
1
1
初
期
王
朝
期
（
節
¶
O
O
ー
ト
⊃
ω
Φ
O
　
じ
d
。
　
○
’
）
の
初
期
頃
か

ら
末
期
に
か
け
て
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
、
ラ
ガ
シ
ュ
等
の
都
市
国
家
の

社
会
に
於
て
土
地
売
買
契
約
泥
章
等
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
、

売
買
対
象
に
な
っ
た
土
地
財
産
に
は
「
園
つ
き
の
宅
地
」
傷
－
鐙
同
、
野

菜
、
果
樹
の
園
伽
鋤
融
、
田
地
σ
Q
魅
”
の
一
二
種
類
が
あ
っ
た
。
三
つ
の

う
ち
ガ
ソ
は
記
録
に
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
平
原
、
未
開
墾
地
等

原
野
の
性
絡
を
も
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
シ
ュ
ル
ツ
．
ハ
ー
ク
泥
章
の
個
人
間
の
土
地
売
買
で
は
、
土
地
の
価

格
遺
賢
－
σ
q
餅
昌
の
外
に
「
割
り
増
し
」
駄
σ
q
－
象
臨
、
贈
物
巳
σ
q
む
p
が
買

主
欝
西
魅
⇔
海
端
峯
猷
涛
岱
か
ら
売
主
鑓
詠
跨
麺
涛
偽
に
与
え
ら
れ
た
。

ま
た
仲
介
者
や
契
約
書
作
成
等
契
約
成
立
ま
で
の
事
務
に
尽
力
し
た

人
々
へ
も
買
主
か
ら
所
謂
手
数
料
が
支
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
た
。
契
約
書
に
は
数
名
以
上
の
証
人
名
が
連
署
さ
れ
、
そ
の
中
に

は
社
会
的
に
重
要
な
地
位
に
あ
る
人
々
が
お
っ
た
。

　
都
布
国
家
末
期
の
ラ
ガ
シ
ュ
に
於
け
る
契
約
証
煮
田
が
シ
ュ
ル
ツ
パ

ー
ク
の
そ
れ
と
署
し
く
異
な
る
点
は
ラ
ガ
シ
ュ
に
於
て
は
「
割
り
増

し
」
の
語
が
契
約
証
書
薗
か
ら
消
失
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
両
国
家
の
売
買
行
為
の
習
慣
的
相
違
か
或
は
時
代
的
相
違
を
示
す

も
の
で
あ
ろ
う
。
エ
ソ
ア
ソ
ナ
ツ
ム
の
園
売
買
の
場
合
の
如
く
、
贈

物
が
贈
ら
れ
て
な
い
も
の
も
あ
り
、
　
（
ω
o
瞬
σ
①
薦
Φ
び
　
O
o
6
偉
ρ
軽
口
船
・

①
㎝
）
、
　
エ
ソ
エ
ソ
タ
ル
ヂ
の
「
園
つ
き
の
宅
地
」
の
売
買
契
約
証
書

に
見
ら
れ
る
如
く
、
証
人
全
部
に
贈
物
が
与
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も

あ
っ
た
（
U
即
ω
一
）
。
　
ま
た
土
地
売
買
は
個
人
間
の
み
で
な
く
、
　
神

殿
が
国
王
や
諸
罪
人
か
ら
広
大
な
土
地
を
買
っ
て
い
る
　
（
℃
し
d
ω
H
×
・

華
瓶
。
・
憎
）
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
商
人
が
証
人
（
菊
目
0
・
お
）
、
仲
介
人

（
O
℃
・
Q
Q
H
）
、
買
主
（
労
↓
ρ
H
Q
◎
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
銀
、
銅
を
媒
介

と
し
て
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
と
相
挨
っ
て
商
業
経
済
が
農
業

経
済
を
中
心
と
し
て
い
る
都
市
国
家
の
土
地
制
度
の
中
に
ま
で
浸
潤

し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ら
う
。
次
章
で
述
べ
る
ア
ッ
カ

ー
ド
時
代
の
土
地
売
買
記
録
に
よ
っ
て
こ
の
こ
と
は
一
層
明
か
に
観
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・売買契約泥章から観た初期王靭期～アッカード王朝期の土地所有形懇1（中原）

取
さ
丸
る
だ
ら
う
。

　
①
劉
麟
。
日
立
3
閻
石
車
ざ
σ
q
銀
盃
旨
負
の
①
o
σ
q
話
℃
ぼ
¢
9
ω
跨
犀
①
昌

　
○
凱
Φ
跨
ρ
δ
卜
。
①
●
ω
払
8
さ
⊃
．
諺
’
∪
①
巨
①
γ
諺
算
9
ゆ
象
ω
畠
－
ω
¢
鑓
①
誌
の
魯
①
ω

　
○
ざ
ω
ω
9
ざ
一
Φ
ω
メ
ω
・
一
Q
Q
刈
略
口
万
∪
鉱
ヨ
Φ
㌍
》
ω
O
・

　
②
U
Φ
一
旨
①
ポ
》
ω
ρ
の
・
ω
蕊
”
ρ
ω
①
養
”

　
③
皆
5
隔
Q
っ
鴨
お
節

　
　
　
　
　
　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
④
U
①
同
日
①
㌍
ω
自
日
Φ
臣
ω
o
び
Φ
ω
い
Φ
寓
涛
。
β
（
ω
び
ソ
窯
。
・
Q
Q
o
。
倉
b
D
圃
）
．

⑤
℃
し
u
ω
H
図
’
い
電
●
嵩
占
餅

⑥
後
述
す
る
ア
ッ
カ
ー
ド
時
代
の
ニ
ッ
プ
ー
ル
市
に
於
け
る
土
地
売
買
泥

　
章
（
男
じ
d
ω
　
）
（
H
．
囲
曾
ワ
剣
O
．
悼
切
）
の
裏
面
八
行
に
σ
q
飾
μ
伽
魅
旨
－
”
「
買
は
れ
た

　
土
地
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
て
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑦
》
笈
・
O
q
．
ω
回
と
書
か
れ
て
い
る
が
後
期
の
泥
章
に
は
○
⇔
・
跨
瓢
．

　
て
　
ノ

　
の
図
と
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑧
接
尾
詞
畿
に
は
種
々
の
用
法
が
あ
る
が
ラ
ガ
シ
ェ
王
朝
時
代
の
売
買

　
契
約
証
書
に
は
一
N
甲
艮
出
陣
σ
q
①
臣
片
身
碁
器
謬
ω
苧
冨
伽
ゆ
9
旨
み
謹
勢
鷺

　
ω
9
昌
σ
q
鷲
鳳
Z
一
昌
σ
Q
貯
ω
偉
－
犀
9
－
貯
O
“
①
詠
①
・
伽
魅
諺
「
一
を
轟
ソ
ギ
ル
ス
神
の
奴
槻
川

　
　
　
　
ゆ
　
　
う

　
ザ
ニ
ニ
か
ら
ニ
ソ
ギ
ル
ス
神
の
サ
ン
グ
（
神
欝
）
の
要
デ
ィ
ム
ツ
ル
は
買

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
し

　
つ
た
。
偏
　
と
あ
る
獺
く
一
か
ら
の
意
味
に
と
る
べ
き
で
あ
る
。
バ
ー
ト
ソ

　
は
側
O
徐
㊥
）
を
h
o
場
（
国
莫
び
①
槻
巴
）
と
解
し
た
た
め
買
主
は
エ
ソ
ケ
ー

　
ガ
ル
と
し
た
の
で
あ
る
。

⑨
⇔
①
含
鼻
聖
旨
①
ユ
ω
9
Φ
↓
o
営
や
①
享
三
の
。
冨
津
三
碧
q
毎
日
曽
σ
q
｛
量
の

　
郎
旨
Ω
ω
①
ぎ
Φ
聴
く
O
巳
ぴ
q
蝉
⇔
σ
Q
①
ひ
お
9
◎
ピ
ω
●
刈
Φ
●
　
こ
れ
に
反
し
て
ピ
9
巳
げ
①
諄

　
は
こ
の
面
積
一
b
⊃
蕊
Q
o
砕
β
駈
幽
μ
①
㎝
ロ
P
は
君
主
、
王
妃
、
王
子
の
所
有
地

　
の
合
計
と
解
釈
し
て
い
る
。
鱒
U
淡
．
燭
肝
魂
囲
．
ψ
旬
腿
煽
①
罷
の
項
。

⑩
　
エ
ア
ソ
ナ
ツ
ム
は
ラ
ガ
シ
．
一
の
闘
王
ウ
ル
・
ナ
ソ
シ
ェ
の
孫
で
ア
ク
ル

　
ガ
ル
の
子
で
あ
り
、
第
三
代
の
君
主
で
あ
る
。
こ
の
売
買
が
行
わ
れ
た
聴

彼
は
未
だ
エ
ン
シ
の
位
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の

　
国
王
碑
文
に
は
父
も
子
も
そ
の
身
分
を
記
す
る
の
が
遡
例
で
あ
っ
た
。
「
ラ

　
ガ
シ
ニ
の
エ
ソ
シ
、
エ
ン
ア
ソ
ナ
ツ
ム
は
ラ
ガ
シ
ュ
の
ユ
ソ
シ
（
で
あ
っ

　
た
）
ア
ク
ル
ガ
ル
の
”
す
㎏
　
（
ω
簿
一
一
げ
Φ
同
，
O
q
O
ひ
O
o
↓
℃
償
。
ワ
曹
詞
嵩
亀
囲
熱
⊃
し
d
跳
ρ
娼
Φ

》
H
）
。
　
エ
ソ
ア
ソ
ナ
ツ
ム
は
エ
ア
ソ
ナ
ッ
ム
の
弟
で
第
四
代
の
君
主
で

　
あ
る
。
も
し
父
が
王
或
は
エ
ソ
シ
で
な
か
っ
た
場
合
、
例
え
ば
ウ
ル
・
ナ

　
ン
シ
エ
諸
碑
文
に
聞
兄
ら
れ
る
よ
う
に
「
ウ
ル
・
ナ
ン
シ
ェ
、
ラ
ガ
シ
ュ
王
、

　
グ
ニ
ヅ
の
子
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

⑪
義
字
で
は
囚
》
ω
囚
｝
い
・
○
》
と
綴
ら
れ
、
　
α
身
P
Φ
鰹
㎎
①
邑
詠
と
読
ま
れ

　
る
。
σ
q
帥
。
酬
1
1
霞
p
↓
9
一
伽
¢
「
悩
乱
、
「
リ
：
キ
」
（
∪
働
B
①
ポ
》
ω
ρ
ω
．
b
っ
ト
Ω
O
）
。

槻
9
巳
餅
側
1
1
℃
q
吐
環
ω
ω
q
「
決
定
」
「
神
託
」
（
皆
野
こ
ω
。
ω
＄
）
の
外
に
犀
9
號
似
㎝
昏

「
陣
営
」
「
軍
・
隊
」
（
3
冨
ご
ω
。
b
つ
邸
ρ
　
b
σ
℃
匿
①
目
9
1
伽
∬
）
の
意
が
あ
る
。
カ
6
0
・

bΩ

ﾚ
塗
章
に
は
①
O
α
q
β
円
－
o
◎
隣
室
ぴ
q
弩
の
穀
物
置
H
P
斜
①
O
琶
螢
⇔
P
の
σ
q
帥
戦
占
σ
矯

一
〇
導
p
）
⇔
P
の
ク
ロ
ッ
カ
ス
、
二
一
本
の
栗
の
木
、
一
個
の
銅
の
餉
鋤
α
－
9

　
一
個
の
エ
ラ
ム
の
壷
、
　
（
爆
等
は
）
　
「
エ
ラ
ム
の
船
に
積
ん
だ
調
達
物

　
（
？
）
　
β
9
日
ぬ
p
目
節
伽
－
p
σ
q
日
い
艮
ヨ
ー
醤
甲
犀
P
巳
、
　
大
ガ
ラ
シ
ェ
一
戦
の
ア

　
ン
シ
ェ
ニ
バ
ク
が
宮
殿
い
σ
q
鉱
へ
運
ん
だ
。
治
世
五
年
。
」
と
あ
る
。
ま
た

図
日
○
。
鱒
O
剛
泥
出
単
に
は
「
七
五
グ
ル
・
サ
ッ
グ
・
ガ
ル
、
七
マ
ナ
の
α
q
9
学

費
は
エ
ラ
ム
人
メ
ラ
ム
の
調
達
物
？
で
あ
る
　
塁
醤
西
窓
撒
－
勲
σ
Q
艮
日

鼠
Φ
－
猷
巴
閃
9
ヨ
。
卜
⊃
刈
巳
9
昌
P
の
㎝
Φ
B
ゐ
騨
（
唐
胃
け
一
①
）
”
δ
邑
P
昌
P
の

　
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
秀
料
」
伽
Φ
鑓
σ
q
陣
窪
目
ゲ
β
効
を
ア
ン
シ
ェ
ニ
パ
ク
、
ガ
ラ
シ

　
．
一
道
が
買
っ
た
。
ニ
ン
ギ
ル
ス
神
が
ア
ン
タ
ス
ル
ラ
神
殿
に
渡
御
す
る
月
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の
奉
納
…
〃
物
昌
あ
伽
偽
”
第
三
と
し
て
一
由
盟
の
食
物
一
、
　
（
是
等
を
）
ア
ン
シ
ェ

　
ニ
パ
ク
、
ガ
ラ
シ
ュ
が
宮
殿
に
運
ん
だ
。
ウ
ル
カ
ギ
ナ
、
ラ
ガ
シ
ニ
の
王
。
」

　
治
世
不
明
。
以
上
二
個
の
泥
章
の
記
事
か
ら
推
定
し
て
、
α
q
可
聴
撒
職
は
平

時
に
於
て
は
宮
殿
の
物
資
調
達
に
あ
た
り
、
戦
時
に
調
て
は
軍
隊
に
供
給

す
る
物
資
の
雲
切
を
行
う
職
と
思
わ
れ
る
。

⑫
瞠
緯
に
は
昌
鋳
理
誤
「
背
く
」
「
落
ち
る
」
「
破
る
」
、
拶
穿
β
塗
門
変
え

　
る
」
　
「
敵
対
す
る
」
　
「
す
て
る
」
の
意
が
あ
る
。
売
買
行
為
に
は
贈
物
を

与
え
る
習
慣
が
あ
る
が
、
こ
の
習
轍
隅
を
破
っ
て
贈
物
｝
を
し
な
い
と
い
う
意

映
㎝
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
う
。

⑧
ダ
イ
メ
ル
の
研
究
に
従
え
ば
ラ
ガ
シ
ュ
王
朝
時
代
に
は
穀
物
な
ど
の
度

　
量
は
三
種
類
あ
り
、
　
ぴ
q
q
学
ω
帥
σ
q
西
泌
紅
謀
海
ω
臨
鈍
σ
q
霞
－
b
。
－
鉦
闘
謬
　
ω
臣
卿

σ身

Y
ワ
一
－
巳
O
鴨
σ
q
偉
独
1
1
ω
①
の
瓢
勲
陣
鉱
凱
1
1
Q
o
島
旨
ド

⑭
ダ
イ
メ
ル
教
授
に
よ
れ
ば
ラ
ガ
シ
ュ
王
朝
期
頃
に
は
大
麦
｝
グ
ル
・
サ

　
ッ
ガ
ル
は
銀
一
シ
ェ
ケ
ル
に
聖
堂
し
た
　
（
U
甑
琶
¢
r
日
①
旨
や
。
冨
碇
疹
。
草

既
け
己
ω
・
o
。
卜
3
）
。
大
麦
一
五
グ
ル
・
サ
ッ
ガ
ル
は
銀
一
五
シ
轟
ケ
ル
に
あ
た

る
。

⑲
註
⑬
を
見
よ
。

二

　
ア
ヅ
カ
ー
ド
王
朝
（
O
。
　
卜
⊃
ω
㎝
O
一
鱒
一
q
O
　
ゆ
匿
　
○
．
）
の
ニ
ッ
プ
ー
ル
市
に
於

て
取
引
き
さ
れ
た
土
地
売
買
に
関
す
る
資
料
を
考
察
す
る
。
し
か
し

資
料
と
な
る
三
章
の
大
部
分
が
破
損
し
た
り
、
断
片
で
あ
る
た
め
そ

の
一
部
し
か
使
用
出
来
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
、

　
℃
し
d
ω
Z
g
G
Q
。

　
○
σ
．
山
妻
家
門
嚇
σ
q
鋒
戸
跨
7
鑓
由
p
占
簿
躰
9
苧
o
q
泌
山
臥
σ
q
－
鍛
ヨ
ー
び
窯
団
屏
⇔
σ
q
ぎ

　
痘
一
お
7
も
。
（
－
α
q
鋒
）
・
。
跨
旨
卿
学
β
ω
Φ
み
跨
－
詠
↓
Ω
簿
導
－
σ
q
曾
・
。
警
－
σ
㌣
二
言
匿
侍

　
σ
q
ぎ
一
三
お
賢
ω
H
。
寧
O
》
瓢
6
諺
Z
－
鐙
員
国
－
憲
α
9
邑
面
長
這
獄
昌
戯
－
鍛
量
－

　
餌
㈹
閃
●
囲
H
瓢
ぢ
－
艶
骸
6
薗
0
9
琶
い
二
σ
q
巴
出
蒔
歯
賃
四
U
㌣
儀
甲
α
q
離
－
貯
幽
q
β
導
β

　
Z
9
諺
み
9
苧
嵩
．
ω
お
・
σ
q
誠
－
〔
ご
ム
5
1
由
例
ω
β
犀
9
ユ
ロ
Z
ぢ
み
⑦
μ
9
圃
ピ
∬
蟹
ゲ
①
亭
臨

　
・
．
ω
鼻
翼
δ
餌
聲
解
離
。
…
伽
お
凱
欝
α
q
霞
．
．
…
σ
q
g
－
艮
賞
費
日
偉
察
苧
日
四
鰹

　
①
　
鵠
一
偽
貯
陣
馴
ぽ
瓢
B
－
彗
9
鵬
江
蓄
ヨ
①
．

三
・
・
は
・
ブ
ザ
・
・
ナ
畑
の
定
多
㍗
せ
の
繧
讐
↓
（
ム

⑱
》
ヶ
ル
を
更
ア
マ
ル
・
シ
、
テ
ー
ル
ァ
シ
、
が
叢
っ
た
．
銀
・

↓
（
↓
・
、
ケ
ル
は
〆
。
弦
。
彰
写
あ
・
．
商
杢
ル
、
．

　
価
格
を
つ
け
た
人
（
買
主
）
。
ル
…
ガ
ル
一
一
ッ
グ
ヅ
の
妻
ニ
ソ
マ
シ
ュ
エ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
－
（
三
－
一
一
行
の
証
人
名
を
略
す
）
i
そ
の
証
人
達
で
あ
る
。
」

あ
泥
章
は
ア
ブ
ザ
ア
ソ
ナ
畑
の
一
都
分
で
あ
る
2
イ
・
を
讐
㊥

シ
ェ
ケ
ル
で
そ
の
所
有
者
（
売
主
）
で
あ
る
商
人
ア
マ
ル
・
シ
ェ
テ

旨
ル
ア
シ
ュ
か
ら
商
人
エ
ル
が
買
っ
た
受
取
証
文
で
あ
り
、
こ
の
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
は
商
人
同
志
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
表
面
十
行
の
図
・
○
》
乞
・

O
》
瓢
伽
p
の
最
初
の
文
字
は
筆
者
に
は
わ
か
ら
な
い
。
　
8
｝
毎
戦
Φ
p
率
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売買契約泥章から観た初期m朝期～アッカー旺朝期のkiul所有形態（中原）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

O
①
⇒
σ
q
ぎ
億
的
○
）
鳩
い
鋤
ぴ
諄
（
竃
国
諺
）
、
U
巴
諺
鉱
（
ω
い
）
℃
し
d
鍵
轡
O
詳
（
O
U

塁
の
峯
表
藻
・
て
も
見
当
ら
な
い
．
し
か
と
の
講
シ

エ
ヶ
ル
を
受
取
つ
た
の
は
売
主
で
あ
る
か
ら
法
σ
q
－
＆
ユ
「
割
り
増
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

金
」
の
性
格
を
も
つ
屯
の
で
あ
ろ
う
。
買
主
の
語
「
値
を
つ
け
る
人
」

が
示
す
如
く
ア
ッ
カ
ー
ド
時
代
の
売
買
に
於
て
は
買
手
が
値
つ
け
、

売
手
と
の
交
渉
の
結
果
、
両
者
の
合
音
心
で
値
が
さ
め
ら
れ
売
買
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

が
成
立
し
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
他
の
売
蟹
証
書
に
は
図
・
O
》
笥
・

　
へO
レ
客
詠
p
の
表
現
は
［
見
ら
れ
な
い
。

　
℃
切
ω
・
囲
×
．
H
・
乞
ρ
Φ
泥
章
は
「
園
つ
き
の
家
」
が
家
と
土
地
（
圏
）

と
に
分
割
さ
れ
て
売
買
さ
れ
た
ら
し
い
記
録
で
あ
る
。

　
○
げ
●
二
（
節
離
）
ゆ
詠
鍵
帥
自
励
亭
げ
9
門
搾
田
面
鴛
瓦
巳
ら
9
－
渥
9
。
。
節
苧
σ
q
弩
恥
駄
σ
q
－

　
伽
騒
乱
西
蟄
昌
〕
軌
一
〇
（
σ
q
毎
，
）
　
伽
Φ
出
や
σ
q
禄
〕
①
国
憂
憎
σ
q
9
函
〔
魅
〕
呵
島
O
日
郎
⇔
学

　
　
　
　
　
へ

　
Ω
国
乱
爲
曽
図
－
録
。
い
自
σ
q
二
二
鳥
q
瞥
露
－
熱
昂
。
脚
質
α
鶉
H
鵡
－
け
①
あ
ρ
旨
窃
α
瞬
7
α
q
鉾

　
樋
四
爵
⇔
－
厳
－
冨
畿
曾
日
餌
㍗
N
β
塞
建
一
頓
駄
α
q
－
鍬
学
①
即
垣
け
－
三
ゆ
U
農
p
⊃
憎

　
q
¢
轡
型
尋
鉱
。
。
℃
謄
α
P
恥
陶
監
⇒
O
高
P
一

　
「
↓
弩
麸
大
門
の
市
の
外
側
に
あ
る
一
イ
ク
の
園
つ
き
の
家
。
土
地
の
価
楮

　
一
〇
（
グ
ル
）
の
胡
麻
…
を
ウ
ル
・
エ
ン
チ
の
子
エ
キ
ガ
ル
ラ
は
エ
ル
、
ル
ー

　
ガ
ル
ウ
ツ
ニ
、
ピ
ダ
に
、
彼
等
に
与
え
た
。
銀
五
シ
ェ
ケ
ル
を
ア
ズ
ズ
の
子

　
エ
ン
リ
ル
ラ
は
家
の
価
格
（
と
し
て
）
エ
ル
、
ル
ー
ガ
ル
ウ
ツ
ニ
、
ピ
ダ
に
、

　
彼
等
に
計
量
し
た
。
偏

　
土
地
（
園
）
の
価
格
註
叩
即
日
警
鐘
と
家
の
価
格
嵐
σ
q
伽
い
籠
0
と

が
そ
れ
ぞ
れ
別
人
か
ら
同
一
の
三
人
の
売
主
に
支
払
わ
れ
て
い
る
の

で
分
割
売
買
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。
或
は
胡
麻
一
〇
グ
ル
が
支
払

わ
れ
た
の
は
園
つ
き
の
家
で
あ
り
、
銀
五
シ
ェ
ケ
ル
は
別
個
の
家
の

価
格
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
る
と
き
は
二
個
の
物
件
は
三

人
の
所
有
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
勺
し
d
ω
願
H
×
．
H
．
乞
9
刈
泥
章
は
破
損
個
所
が
大
き
い
が
土
地
財
産

の
売
買
さ
れ
た
都
分
の
記
録
を
ひ
ろ
っ
て
見
る
。

○
葺
H
、
叶
（
び
ε
蒙
三
三
珍
嘗
、
卵
鐸
畢
欝
巨
卵
・
・
ぎ

　
・
。
国
口
－
議
－
嵩
⑪
壼
箏
覧
㍗
諺
回
い
謬
寧
法
σ
q
箪
弩
図
h
5
－
奉
簾
㌶
一
鍵
ト
（
σ
¢
h
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
。

ぎ
　
騨
帯
伽
貯
嘗
M
恥
、
㍗
菰
・
自
〔
…
〕
ξ
學
年
『
勧
q
§
恵
竃
・

貿
．
℃
㍗
q
・
・
。
同
（
穿
賃
）
爵
・
、
豪
雨
烹
℃
ご
、
卵
障
寡
甲
塁
巨

脳
中
σ
・
ぎ
凱
爵
巳
卿
叢
。
α
き
－
σ
身
紳
－
戦
p
ご
－
¢
学
事
器
㌔
塩
け
冒
曝
巨

　
　
ら

　
9
…
昇
彫
σ
q
ぼ
戸
。
駄
σ
q
・
鍛
三
熱
涛
子
日
ド
μ
畠
苧
渥
戯
毒
手
ぬ
鋤
－
鑓
、
隠
G
邑
－
お
6

　
旨
診
出
p
山
臥
H
二
〇
（
α
q
霞
）
伽
？
註
西
9
、
軌
駄
σ
q
－
鍬
湧
㌫
身
9
日
嵩
的
置
－
α
q
巴
－
㌶

　
　
へ

　
＝
晦
山
郎
冨
貯
ム
9
ふ
σ
q

「
㌢
ル
（
⊥
ハ
・
・
）
の
畑
、
そ
の
簿
熱
量
一
堂
琶

（
－
お
窄
・
財
・
・
）
を
更
ラ
・
ル
混
牛
ガ
ル
・
グ
ズ
彼
賃
t

　
た
。
六
イ
ク
の
畑
そ
の
価
格
銀
目
○
二
心
シ
ュ
ケ
ル
を
商
入
エ
ン
リ
ル
リ
に
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ト
り

　
ピ
ド
ウ
が
（
計
量
し
た
）
。
　
一
イ
ク
の
園
つ
ぎ
の
家
・
：
そ
の
価
格
一
〇
。
珂
シ

　
ェ
ケ
ル
を
商
人
エ
ソ
リ
ル
リ
に
…
が
彼
に
計
量
し
た
。
　
銀
κ
シ
ェ
ケ
ル
は

　
家
の
価
格
で
あ
る
。
商
人
エ
ソ
リ
ル
リ
に
ウ
ル
ア
グ
エ
が
彼
に
計
量
し
た
。

　
一
〇
グ
ル
の
胡
麻
は
家
の
価
格
で
あ
る
。
（
そ
れ
を
）
エ
キ
ガ
ル
ラ
に
エ
ル

　
が
彼
に
行
っ
た
（
与
え
た
）
。
」

　
上
述
し
た
如
く
こ
の
泥
章
に
は
破
損
個
処
が
多
く
、
そ
の
性
質
を

知
夢
得
な
い
が
商
人
エ
ソ
リ
ル
リ
が
数
多
の
土
地
や
家
を
売
っ
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

・
の
外
畑
地
が
甕
・
れ
た
記
録
隻
鼠
刈
泥
章
に
訴
冨

・・?
阜
響
・
・
珍
・
・
量
導
「
μ
禽
噸
、
ケ
ル
の
銀
は
丘
の
畑
の

価
で
あ
る
」
（
即
囲
’
ぱ
し
切
）
。
ナ
ラ
ム
・
シ
ソ
の
治
世
時
代
に
エ
ソ
リ

ル
神
殿
が
カ
マ
ン
イ
シ
ュ
ツ
ス
囚
？
監
帥
血
⇔
噛
み
β
あ
信
疑
に
減
て
買

っ
た
畑
σ
q
魅
β
鍬
日
－
9
を
数
名
の
人
々
に
　
「
ク
ル
田
」
　
α
q
魅
謬
｝
（
雌
目
。
。
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

α
9
げ
腎
げ
9
と
し
て
耕
作
さ
し
て
い
る
泥
章
も
あ
る
（
瓢
O
・
謡
）
。

　
以
上
に
列
挙
し
た
諸
資
料
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
如
く
ア
ッ
カ
ー

ド
王
朝
時
代
ニ
ッ
プ
ー
ル
市
に
於
て
は
不
動
産
（
　
、
　
　
　
　
、
　
〈
σ
q
鱒
P
①
一
ω
p
コ
目
）
の
売

買
は
頭
人
と
商
人
レ
商
人
と
商
人
と
の
間
に
行
わ
れ
、
不
動
産
は
自

由
蜜
冗
冒
　
の
対
∵
象
と
な
っ
て
い
る
観
が
あ
る
。
ア
ッ
カ
ー
ド
国
王
マ
ニ

シ
ュ
ツ
ス
が
王
領
を
拡
大
す
る
た
め
バ
ズ
ゆ
爲
マ
ラ
ド
竃
浪
銭
ド

ウ
ル
・
シ
ン
　
U
霞
あ
ぎ
の
諸
都
市
の
近
辺
に
大
土
地
を
買
取
つ
た

こ
と
は
彼
の
残
し
た
オ
ベ
リ
ス
ク
碑
文
に
詳
細
に
記
銘
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
上
述
の
昌
9
N
α
泥
章
に
見
ら
れ
る
如
く
、

エ
ソ
リ
ル
神
殿
が
蒔
G
。
G
。
＋
磯
節
β
の
土
地
を
買
っ
て
い
る
実
証
記
録

は
諸
神
殿
に
於
て
も
同
様
な
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る

も
の
で
あ
ろ
う
。

①
皇
室
藁
…
泥
薯
喫
σ
慧
貫
・
・
診
爵
§

　
（
出
P
ソ
ω
（
節
¢
）
σ
q
魅
β
穴
＝
日
。
伽
F
卜
。
（
弊
∬
）
①
伽
9
吐
…
「
①
貯
¢
の
ア
ブ

　
ザ
ン
畑
、
ω
節
自
の
キ
ー
ム
ド
ゥ
畑
、
b
o
弊
ρ
の
園
つ
ぎ
家
…
」
と
あ
る

　
の
で
ア
ブ
ザ
ソ
畑
…
は
広
【
い
土
地
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
②
ω
㍍
貯
臥
は
職
名
、
　
一
名
は
ニ
ソ
テ
ラ
神
（
殿
）
の
、
他
は
ド
ゥ
ム
ジ
神

　
　
（
殿
）
の
ω
¢
犀
鉱
職
。
．

　
③
獣
σ
q
［
鍛
旨
は
「
価
格
」
「
値
扁
、
お
一
Φ
富
ω
俸
「
作
る
」
「
な
す
」
「
行

　
う
」
「
溝
く
し
　
門
追
う
」
、
暴
臥
q
Q
伽
餅
ヨ
螂
σ
q
は
値
を
つ
け
る
人
で
あ
る
。

　
④
こ
の
泥
章
の
内
容
は
将
来
神
殿
領
の
経
営
を
再
考
察
す
る
際
に
取
り
上

　
げ
る
。

三

　
南
部
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
都
市
国
家
時
代
の
初
期
か
ら
ア
ッ
カ
ー
ド

王
朝
時
代
に
か
け
て
諸
都
市
国
家
に
於
て
行
わ
れ
た
土
地
売
買
1
一

所
有
権
の
移
動
一
を
契
約
証
書
、
売
買
記
録
、
受
取
証
文
等
に
よ
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う願難泥章から観働期III・ilfA期～ア。カー旺朝期の土地所柵態仲駒

っ
て
考
察
し
た
。
土
地
は
諸
の
資
料
の
示
す
と
、
こ
ろ
に
よ
れ
ば
初
期

王
朝
期
及
び
ア
ッ
カ
ー
ド
王
刺
期
に
は
す
で
に
神
殿
領
、
王
領
及
び

個
人
私
有
地
と
し
て
所
有
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
個

人
私
有
地
と
し
て
宅
地
が
都
布
国
家
時
代
（
初
期
王
朝
期
）
に
売
買
の

対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
う
ガ
シ
ュ
の
ウ
ル
カ
ギ
ナ
王
の
円
錐
　
形

　
　
　
　
　
　
①

碑
文
（
B
・
C
．
）
に
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
早
く
か
ら
諸
学
者
に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
て
い
た
。
都
市
国
家
時
代
の
社
会
経
済
の
具
体
的
考

両
祭
に
比
較
的
多
量
の
漁
頁
料
を
提
供
す
る
・
も
の
は
う
ガ
シ
ュ
王
朝
末
期

の
バ
ウ
神
殿
泥
章
で
あ
る
。
数
十
年
に
わ
た
る
故
ダ
イ
メ
ル
教
授
の

シ
ュ
メ
ー
ル
潮
脚
及
び
ラ
ガ
シ
ュ
出
土
泥
箪
黒
、
シ
ュ
ル
ツ
パ
ー
ク
出
土

泥
章
等
の
初
期
シ
ュ
メ
ー
ル
語
文
献
の
言
語
学
的
研
究
の
成
果
、
殊

に
ダ
イ
メ
ル
教
授
の
弟
子
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
女
・
災
の
一
九
〇
〇
年
頃
の

す
ぐ
れ
た
神
殿
経
済
の
研
究
は
そ
の
重
点
が
バ
ウ
神
殿
経
済
記
章
に

集
中
さ
れ
た
。
土
地
は
神
の
所
有
に
属
す
る
も
の
だ
と
の
僧
侶
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
（
エ
ソ
リ
ル
神
は
金
地
の
王
〔
・
所
有
者
冒
σ
q
巴
〕
犀
信
邑
－
騨
億
や
懲
に

象
徴
さ
れ
る
）
の
創
作
者
で
あ
る
僧
侶
の
支
配
す
る
神
殿
の
経
済
文
書

を
基
礎
と
し
て
神
殿
経
済
を
考
究
す
れ
ば
「
神
殿
都
市
」
8
Φ
山
岨
①
ゲ

の
窮
簿
の
概
念
が
形
成
さ
れ
る
の
は
自
然
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
対
し

て
フ
ラ
ン
ク
フ
オ
ー
ト
が
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
考
え
方
に
修
雌
止
を
加
え

て
神
殿
交
書
に
記
録
さ
れ
て
い
る
「
バ
ウ
神
（
殿
）
の
人
」
の
表
現
を

取
り
上
げ
て
、
ラ
ガ
シ
ュ
市
民
は
す
べ
て
「
某
な
神
殿
の
入
」
と
し
て

神
殿
に
分
属
さ
れ
て
い
た
と
推
定
し
、
都
市
（
践
国
家
）
の
経
済
的
社

会
的
単
位
Φ
8
口
。
讐
罷
お
出
σ
q
δ
器
鐸
巳
轡
は
神
殿
共
岡
体
に
あ
っ
た

寮
政
治
的
単
位
憎
。
§
8
巴
馬
入
轡
は
都
市
（
国
家
〉
で
あ
っ
た
と
考
察

　
　
　
②

し
て
い
る
こ
と
は
、
ウ
ル
カ
ギ
ナ
王
の
円
錐
形
碑
文
に
彼
が
人
民
を

　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
ラ
ガ
シ
ュ
の
子
」
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
と
愚
い
合
わ
せ
て
首
肯
さ

れ
る
。
し
か
し
都
市
顯
家
時
代
の
国
家
生
活
に
神
殿
経
済
が
強
大
な

影
響
力
を
も
つ
て
い
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
が
神
殿
経
済
即
園
家

経
済
と
は
い
い
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
神
殿
即
国
家
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

立
場
に
立
つ
か
ら
、
神
殿
共
同
体
員
に
よ
っ
て
一
二
様
の
形
態
で
経
営

さ
れ
て
い
る
○
①
湯
Φ
貯
①
齢
Φ
馨
毎
昌
の
性
格
を
も
つ
神
殿
所
有
地
の
外

に
は
、
他
の
土
地
所
有
形
態
は
存
在
し
な
い
と
い
う
考
え
方
が
成
立

す
る
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
本
稿
に
取
り
挙
げ
た
実
証
記
録
の
示
す

と
こ
ろ
で
は
、
国
王
の
所
有
地
、
個
人
の
所
有
地
が
神
殿
所
有
地
の

外
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
疑
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
而
し
て
是
等
の
不
動
産
は
売
買
と
い
ふ
商
行
為
に
よ
っ
て
取
得
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
押
領
、
神
殿
領
及
び
個
人
私
有
地
の
発
生
成
立
の
問
題
は
複
雑
で
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あ
り
、
種
々
の
立
場
か
ら
の
提
説
が
可
能
で
あ
ら
う
。
王
領
、
神
殿

領
は
そ
れ
ぞ
れ
王
権
や
神
殿
の
性
格
の
問
題
と
結
び
つ
く
の
で
、
こ

こ
で
は
触
れ
な
い
。
売
買
に
よ
る
土
地
私
有
の
発
生
は
シ
ュ
ナ
イ
ダ

ー
氏
の
説
く
如
く
商
業
経
済
の
増
大
の
影
響
に
よ
る
社
会
生
活
の
変

動
が
一
般
的
・
な
成
立
条
件
と
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
共
時
期

は
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
、
ダ
ヴ
ッ
ド
両
氏
の
主
張
す
る
ウ
ル
第
三
王
朝
時

代
で
な
く
、
都
市
国
家
時
代
で
あ
っ
た
と
提
唱
し
た
い
。

　
都
市
国
家
時
代
の
生
産
経
済
は
農
業
、
牧
畜
、
漁
業
の
外
に
他
地

域
か
ら
輪
入
さ
れ
た
資
源
を
も
利
用
す
る
加
工
産
業
が
専
聞
技
術
者

¢
ヨ
ー
難
や
ρ
σ
q
隊
涛
ぎ
－
口
に
よ
っ
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
。
　
物
資

交
換
に
従
事
す
る
商
人
鐙
σ
ぬ
巴
の
一
名
称
は
す
で
に
ジ
ャ
ム
デ
ト
．

ナ
ゾ
ル
期
の
泥
章
に
出
現
し
て
お
り
、
「
買
う
」
「
価
格
」
を
意
味
す

る
鍬
白
の
文
字
は
尚
古
く
ウ
ル
ク
期
に
出
現
し
て
い
る
。
ウ
ル
・

ナ
ン
シ
ェ
王
は
「
U
出
導
§
の
舟
で
山
か
ら
木
材
を
将
来
さ
せ
」
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

神
殿
を
造
営
し
た
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
広
域
貿
易
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
こ
の
一
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
都
市
国
家
時

代
に
於
て
は
交
換
媒
介
と
し
て
大
麦
等
の
穀
物
の
外
に
宝
石
や
多
量

の
銅
、
銀
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
し
が
も
か
か
る
金
属
は
南
部
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ア
の
沖
積
平
野
に
は
産
出
さ
れ
な
い
。
個
人
が
銀
を
所
有
し

て
い
た
こ
と
は
小
作
料
や
羊
飼
の
貢
や
離
婚
確
認
料
が
銀
で
支
払
わ

で
あ
る
。

れ
て
い
た
こ
と
を
都
市
国
家
家
期
の
実
証
記
録
が
明
示
す
る
と
こ
ろ

　
商
業
主
義
が
土
地
制
度
に
ま
で
浸
潤
し
て
土
地
を
も
売
買
の
対
象

た
ら
し
め
る
前
提
条
件
は
都
市
国
象
時
代
に
す
で
に
出
来
上
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
　
（
一
九
五
九
・
三
）

　
①
O
o
「
×
潟
G
。
卜
⊃
1
〆
H
困
H
H
・

　
③
閃
桝
．
鍵
爵
8
同
．
醗
↓
ぽ
①
　
聾
H
，
讐
9
Ω
く
臼
N
簿
｛
O
旨
ぎ
什
㍑
の
窯
①
9
邑
図
9
琢
”

　
お
㎝
一
℃
や
8
．

　
③
O
o
ド
図
H
H
・
お
●

　
④
σ
q
詮
鉱
σ
q
ゐ
ロ
ー
β
9
⇒
「
直
轄
地
」
、
σ
q
魅
昌
射
程
。
山
、
9
「
創
り
当
地
」
σ
Q
蛛
捧

　
瓜
耽
β
み
巴
　
「
小
作
地
」

⑤
日
げ
霞
①
磐
－
U
p
お
罫
。
っ
諺
罫
ω
の
b
”
距
◎
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Period　of　the　Eary　Dynasties　Seen　from　Clay　Tablets　of

　　　　　　　Business　Contracts；　the　Landowning　Form

　　　　　　　　　　　　　　　　in　the　Period　of　Al〈kad

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yomokur6　Nakahara

　　It　was　Anna　Schpeider　（in　1920）　who　insisted　that　private　land一

・owning　system　in　ancient　Mesopotamia　dated　from　the　third　dynasty

of　Ur；　and　then，　Mr．　M．　David　amended　Schneider’s　theory，　by

emphasizing　that　the　then　system　was　conflned　within　house　and

fence，　and　private　owning　of　cultivated　land　dated　frorn　the　first

dynasty　of　Babylon．　This　amendment　was　accepted　by　the　late　Prof．

E．　Ebeling．　Mr．　M．　Lambert　offered　a　new　interpretation　that　temple’s

territories　at　the　end　of　Lac　gash　were　land　or　Eigentum　owned　by

king，　queen，　or　prince，　ln　opposition　to　Deimel－Schneider’s　theory　that

they　were　Gemeineigentum．　Then，　these　scholars　did　not　refer　to　any

problem　on　landowning　in　the　dynasties　of　Akkad．

　　This　article，　therefore，　intends　to　prove　the　existence　of　private－

landowning　system　without　teraple’s　or　1〈ing’s　territories　by　means　of

commercial　transaction，　buying　and　selling，　as　early　as　the　period　of

city－states，　by　researching　and　analysing　records　on　clay　tablets　of

sale　contracts　from　the　period　of　early　dynasties　or　city－states　to

’that　of　the　Al〈kad　kingdom．

Dissolution　of　Peasantry　aRd　the　Landlord　System　from

　the　End　of　the　Shogunate　to　the　BegiRning　of　Mei’i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Satoru　Nakamura

　　The　period　when　capitalism　was　established　in　Japan　is　genei”ally

’thought　to　be　in　the　latter　period　of　Meiii　（1890－1910）．　Then，　how

was　the　formation　of　the　Japanese　capitalism　proceeding　at　the　end

of　the　Shogunate　or　in　the　former　period　of　Mei7’i　1　After　the　estab一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（466）


